
子ども版

日田市の歴史と文化財
２０２４

子ども版

日田市の歴史と文化財
２０２４



【有形・無形の
  民俗文化財】

【史跡】
【名勝】
【天然記念物】

石坂石畳道

初　版　平成26年3月31日発行
第２版　平成31年3月31日発行
第３版　令和6年3月31日発行

bunka@city.hita.lg.jp



【子ども版】



　日田市の小学生の皆さんに、『子ども版　日田市の歴史と文化財』をお届けします。本書は、皆

さんに、ふるさと日田市の歴史や文化財に興味をもち、疑問を解決していただくために作成したも

のです。

１８０５（文化２）年２４歳の廣瀬淡窓は、豆田町長福寺の学寮に２人の弟子とともに自炊生

活をしながら塾を開きました。これが、日本近世最大の私塾である咸宜園のスタートです。８０余

年の間に、咸宜園で学ぼうと思い、全国各地から５，０００人以上の若者が、はるばる日田の地に

集いました。

　咸宜園での学修生活は、大変きびしいものでした。多くの塾生は、狭い寮で共同生活をしながら

学び、毎日の学習の成果を知るために、毎月テストがあり、その結果は塾内に公表されました。

　では、なぜ、若者は咸宜園に来たのでしょうか？ひとつは、淡窓先生の教育への姿勢である「師

弟同学」だと思います。先生も弟子も共に学ぶ者であるという考え方と先生の温厚な人柄が、若者

の心をとらえたのです。そして、咸宜園に学ぶことによって、確実に実力がつき、それぞれ自分の

将来が切り開けると思ったからでしょう。だからこそ、自分のふるさとを離れ、九州・日田の地に

やってきたのです。卒業後（「大帰」といいます）は、それぞれの人が地域で重要な人物として、

さまざまな分野で活躍しています。

　皆さんは、このような伝統をもつ日田市に生まれ、育ったのです。そのことを誇りに思ってくだ

さい。

　本書では、自然・歴史・文化財（原始、古代、中世、近世、近現代）の日田についてわかりやす

く書かれています。皆さんの先祖や多くの先人たちが、困難を乗り越え、すばらしい歴史と文化財

を残し、現在の日田をつくったのです。

　記述のなかには、はじめて知ったこともあるでしょう。新たな疑問もできるでしょう。友だちや

先生といっしょに調べ、いっしょに考え、話し合ってください。この本によって、日田を知り、日

田を好きになってください。そして伝統を受けつぎ、自分たちで日田をもっとよくするために行動

してください。執筆者一同からのお願いです。

　　平成３１年３月　　　　　　　　　　

　　大分大学名誉教授　　豊田　寛三

監修のことば発刊にあたって

皆さんが日々学び、生活をしているこの日田市は、豊かな水流に恵まれていることから『水
すいきょう

郷

日
ひ た

田』と呼ばれ親しまれています。

また、北部九州の中心に位置していることから、古代より交通の重要な拠点として栄えてきまし

た。なかでも、江戸時代は、幕府の直轄地（天領）として九州の政治・経済の中心となり、独特の

伝統や文化を育みました。市内にはこうした多くの歴史や文化が現在に残っています。

日田に残る文化財は多種多様で、国・県・市によって指定されている文化財だけでも１８６件（令

和６年３月３１日現在）を数えます。本書はこれらの文化財を紹介するものです。

皆さんにはぜひ、本書を読んで自分たちの身近にある文化財や、日田市の歴史を学んでもらいた

いと思います。そして、友達や家族と地域の歴史や文化財について話し合ってみてください。きっ

と自分たちの町が今までとは違った見え方をするのではないでしょうか。

私たちは今後も、貴重な文化財を守り伝えることで、皆さんが自分たちの住む町を、より好きに

なってくれるように努めていきたいと思います。

最後に、発刊にあたってご指導、ご協力をいただきました監修の後藤宗俊先生、豊田寛三先生を

はじめ編集者、文化財所有者、関係者の皆様方に対して深く感謝を申し上げます。

なお、本書は平成２６年に刊行した『子ども版 日田市の歴史と文化財』の第３版であり、前回

刊行後に生じました文化財の新指定や解除について、改訂を行っています。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　令和６年３月　　　　　　

　　　　日田市教育長　江嶋　久典　　
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日
田
の
自
然
と
風
土

6 7

木が全体に焼けこげており、木の根っこがなく、木の幹がど

れも楕円形をして、覆
おお

い重なるように堆積しているなどの特

徴が見られます。この時の火砕流は木を燃やすほどの高い熱

を帯びていて、立っていた樹木をなぎ倒し、圧力でその幹を

押しつぶし、津波のような勢いで木々を小野の谷の標高の高

いところまで運んでいったのです。

　日田から阿蘇山までは直線で６０ｋｍも離れていますが、

９万年前の阿蘇山の大噴火の火砕流は遠く離れた日田盆地を

埋め尽くし、当時の日田の自然環境やそこに暮らしていた動

物たちにも大きな影響を与えたことを日田の台地や小野川埋

没樹木群は教えてくれています。

約９万年前に噴火したと考えられる阿蘇４噴火は、噴煙を地上から１万メー

トルの高さまで上げ、火山灰は遠く北海道まで運ばれ、大量の火砕流は、四

方八方に流れ、九州の半分以上を覆い、遠くは山口まで達しました。

このすさまじい噴火によって当時の自然環境は一変したと考えられます。

日
田
の
自
然
と
風
土

6 7

阿蘇山大噴火と日田

　阿
あ そ

蘇山は今も続く活火山ですが、その活動は２７万年も前から

始まっていました。今はカルデラとして有名な阿蘇山ですが、大

昔にはカルデラはなく、その範囲の中に５つの活火山があったと

考えられていて、今の阿蘇山とは全く違う姿をしていました。

　９万年前のある時、阿蘇の火山はいっせいに噴火し、大量

の火山灰や軽
かるいし

石などを地上に噴き出しました。それと同時に

地下のマグマだまりが空っぽとなってしまったために外輪山

より内側は大きく陥没して現在の形となりました。この大噴

火は阿蘇山では 4 回目だったので、阿蘇４
よん

噴火と名づけられ

ています。

　日田市の中心部に立ってまわりをながめると、３０ｍほど

はありそうな高さの急な崖
がけ

が盆地の周りを囲んでいることが

わかります。この崖の上は平たくなっていて台地といいま

す。日田の人たちはこの台地を方言で「○○原 ( ばる )」と

呼んでいます。この台地は阿蘇山の大噴火により噴き出した

堆積物がもととなってできています。その後、周囲から流れ

込んできた雨水や川などによって台地が削り取られた結果、

今の日田盆地の地形となりました。この時に、削られずに

残った小高い丘を日田の人たちは隈
くま

といい、それぞれに名前

をつけて、「月
つきくま

隈山」「星
ほしくま

隈山」などと呼んでいます。

　ところで、火山が大爆発を起こすときにマグマの一部と火

山ガスが一緒になって猛スピードで地表面を流れ下る現象を

火
かさいりゅう

砕流といいます。近年では長崎県雲仙の普
ふ げ ん だ け

賢岳で見られま

したが、阿蘇 4 噴火の火砕流はその 100 万倍の規模であっ

たと考えられています。その威力をもの語るものが小野川で

発見された埋
まいぼつじゅもくぐん

没樹木群です。この埋没樹木群をよく見ると、
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火
かさいりゅう

砕流といいます。近年では長崎県雲仙の普
ふ げ ん だ け

賢岳で見られま
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タカをはじめとする鳥類が９３種、テンやムササビなどのほ

乳類が２４種確認されています。

このような豊かな自然の森がここに残った理由は次のよう

に考えられます。御前岳 ( 権現岳 ) や釈迦岳の名前からもわ

かるようにこの地が古くからの山岳仏教とも関係の深い神聖

な場所であり、地域の人々もこの山を信仰の対象として大切

に守ってきたことがあげられます。また、江戸時代には日田

代官が、人が自由に入ったり木を切ったりすることのできな

い特別な森として管理しました。その後の明治以降になって

も国有林として今日まで大切に保護されてきたためです。津

江地域には様々な理由によってほかにもお宮や神社などに大

切な木や森が守られています。

先人たちが私たちに残してくれた大切な自然を残すことは

多くの生物の環境を保護し、その種の命を滅ぼすことなく守

っていくことを意味しています。豊かな森は人々の心の豊か

さや命の繋
つな

がりの大切さを伝えてくれているのです。

シオジ原生林は西日本では唯一の群生林で、広さは約３０ｈａにもなります。

ここから湧き出る水は「御前岳湧水」と呼ばれ大分の名水に選ばれています。

この湧水は、川となって下流の筑後川へと流れ込んでおり、筑後川の源流の

一つに数えられています。
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津江の自然

日田盆地の周りには、北に岳
が く め き ざ ん

滅鬼山、南には御
ご ぜ ん だ け

前岳、釈
し ゃ か だ け

迦岳

渡
と が み だ け

神岳、酒
しゅてんどうじさん

呑童子山など標高１, ０００ｍを超える高い山々が

そびえています。これらの山々には太古の昔から自然のままの

状態を保ってきた原生林と呼ばれる森が戦前まで広がっていま

した。

しかし、近年になって人々の活動が盛んになると、原生林の

森は 1 本また 1 本と切り倒され、それにかわって杉や檜
ひのき

などが

人工的に植林されるようになり、森の姿は次第に変わって行き

ました。こうした中で、今も人の手が加えられていない貴重な

原生林が前津江町の御前岳と釈迦岳一帯には残っています。

御前岳や釈迦岳の原生林は尾根筋や山頂にかけて広がるブナ

林と御前岳北側の谷沿いに広がるシオジ林が大部分を占めてい

ます。ブナは北海道から九州に分布しますが、九州では標高

１, ０００ｍ以上の高い山地にしかなく、ブナ林として分布し

ているところは九州ではとても珍しいものです。一方シオジは

関東から西の地方に分布しますが、この木も木材の材料として

切り尽くされており、このようにまとまったシオジ林は全国的

にも珍しいものとなっています。

また、この森はほかにもミズナラやカエデの仲間をはじめと

した冬に葉を落とす落葉広葉樹で構成されており、初夏の若葉

や秋の紅葉は美しく、マンサク、ヤマボウシ、ミツバツツジ、

ツクシシャクナゲをはじめ四季折々に美しい花を咲かせる植物

も豊富に見られます。「御前・釈迦岳の自然調査」ではシダ植

物と種子植物、合わせて８００種以上が確認されたほか、こう

した植物群のもと、動物も昆虫類が３７０種、クマタカやハイ

、
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　縄
じょうもんじだい

文時代になると、調
ちょうりぎじゅつ

理技術が発
はったつ

達し暮らしが豊かになったと考えられます。

人々が竪
たてあなじゅうきょ

穴住居を作って定
ていじゅう

住するようになった様
よ う す

子を描いています。

屋根をかけた家を作って生活するようになります。竪
たてあなじゅうきょ

穴住居

の出
しゅつげん

現です。大
おおやままち

山町の中
な か が わ ら

川原遺跡などでは竪穴住居や煮
に た

炊き

をした炉
ろ

の跡
あと

が発見されています。

　そのほか、三和教田遺跡や上井手遺跡では縄
じょうもんじだい

文時代の祭
まつ

り

や祈
いの

りに使
し

用
よう

する土
ど ぐ う

み わ き ょ う だ か み い で

偶が発見されており、日田の縄文人が豊

かな祈りの心を持っていたことを教えてくれます。

　こうした縄
じょうもんぶんか

文文化が、大
たいりく

陸から伝
つた

わる新
あら

たな文
ぶ ん か

化と融
ゆうごう

合

し、弥
や よ い じ ん

生人へと引き継
つ

がれていくのです。

た
ひ
の
代
古

10

　日本列島で人々の暮らしが確認されるのは約３万８千年前

の旧
きゅうせっきじだい

石器時代からといわれています。氷
ひ ょ う が き

河期であったこの時

代は、現在より海
かいめん

面が１００ｍも低く、アジア大陸と陸
りくつづ

続き

でした。日本人の祖
そ せ ん

先はナウマン象
ぞう

やオオツノジカといった

大
おおがたどうぶつ

型動物を追
お

いかけながら日本に移
い ど う

動してきました。人々は

動物や植物を得
え

るための道具を石などで作り、食べ物を追い

かけて移
い ど う

動しながら暮
く

らしていました。

　日田では約３万４千年前の火を使った跡
あと

が発
はっけん

見された高
た か せ

瀬

Ⅲ
さん

遺
い せ き

跡などの旧
き ゅ う せ っ き じ だ い

石器時代の遺跡が、天
あまがせまち

瀬町の五
い つ ま だ い ち

馬台地を中

心にたくさん見つかります。なかでも、約１万８千年前の

亀
かめいしざんいせき

石山遺跡では数
すうまんてん

万点に及
およ

ぶ狩猟用の石
せ っ き

器づくりの跡
あと

が発
はっけん

見

され、狩りが盛
さか

んだった様
よう

子
す

を知ることができます。

　こうした暮
く

らしが続いた後に、人々は画
か っ き て き

期的な道
ど う ぐ

具である

縄
じ ょ う も ん ど き

文土器を発
はつめい

明します。縄文時代（今から約１万２千年前）

のはじまりです。土
ど き

器の出
しゅつげん

現によって、食べ物の貯
ちょぞう

蔵と運
うんぱん

搬

が可
か の う

能となり、さらに煮
に た

炊きなどの新
あら

たな調
ちょうりほうほう

理方法が生み出

されることで、暮らしが豊
ゆた

かになります。また、道具にも革
かく

命
めい

が起こります。遠
とお

くの獲物を狙うことのできる弓矢（石
せきぞく

鏃

＝やじり）の発明です。こうした新たな道具が縄
じょうもんじん

文人の豊か

な暮らしを支え、様
さまざま

々な文化を生み出しました。

　日田では、五
い つ ま だ い ち

馬台地のほかに、大
お お ひ が わ

肥川や高
た か せ が わ

瀬川などの周
しゅうい

囲

でも、縄文土器などが発見されます。旧石器時代に比べて暖
あたた

かくなったこの時代には、食べ物を得やすい川のそばで暮ら

し始めたのでしょう。

　また、暮らしが豊かになると、人々は地面を掘り柱をたて

先史時代の暮らし
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　弥
や よ い じ だ い

生時代になると、中国からつたわったコメ作りが始まります。縄
じょうもん

文時
じ だ い

代と

違
ちが

い、共
きょうどう

同で農
のうさぎょう

作業をするために大きな集
しゅうらく

落が作られ、クニのようなまとまり

が作られていく様子を日田の吹上遺跡を中心に描
えが

いています。

とまりができつつあったことがわかります。そして、豪
ご う か

華な

副
ふくそうひんるい

葬品類は大
おおやままち

山町や石
い し い ま ち

井町に伝わる銅
どうほこ

矛と共に、権
け ん い

威や祭
まつ

りの象
しょうちょう

徴として利用されたのでしょう。２～３世
せ い き

紀頃
ころ

には、

台
だ い ち

地を巡
めぐ

る濠をもつ集落が長
ちょうじゃばる

者原遺
い せ き

跡や三
み わ き ょ う だ い せ き

和教田遺跡などで

作られます。日田の各地で人々が大きな集
しゅうらく

落をつくり、暮ら

していたことが分かります。

　こうした有
ゆうりょくしゃ

力者の墳
ふ ん ぼ

墓や環
かんごうしゅうらく

濠集落が、古
こ ふ ん

墳や豪
ごうぞくきょかん

族居館へと

姿
すがた

を変え、卑
ひ み こ

弥呼の登
とうじょう

場へとつながっていくことになるので

す。

た
ひ
の
代
古

12

　稲
いなさく

作が開
か い し

始される弥
や よ い じ だ い

生時代には、石をみがいた磨
ま せ い せ っ き

製石器や

青
せ い ど う き

銅器・鉄
て っ き

器といった道具類が中国や朝
ちょうせんはんとう

鮮半島から伝
でん

来
らい

しま

した。縄
じょうもんぶんか

文文化と融
ゆうごう

合して独
ど く じ

自の文化が作られ、先
せんしん

進的
てき

な

文
ぶんぶつ

物によって、大きく高まった生産の技
ぎじゅつ

術は、食
しょくりょう

料の確
かく

保
ほ

や多
た よ う

様な手
しゅこうぎょう

工業の発
はってん

展を促
うなが

します。集
しゅうだん

団で農
のうぎょう

業を行い、ム

ラ ( 集
しゅうらく

落 ) は大
お お が た か

型化し、吉
よ し の が り い せ き

野ヶ里遺跡に代表されるような、

大
だ い き ぼ

規模な濠
ごう

を巡
めぐ

らした集
しゅうらく

落が営
いとな

まれ、北
ほくぶきゅうしゅう

部九州の各地で、有
ゆう

力
りょくしゃ

者のお墓
はか

が出
しゅつげん

現しました。生活の向
こうじょう

上によって、階
かいそう

層が生
う

まれ、『金
きんいん

印』で知られる『奴
な

』のようなクニが誕生する時

代です。

　弥
や よ い ぶ ん か

生文化の先
せんしんちいき

進地域は、大
たいりく

陸に面
めん

した福
ふくおか

岡や佐
さ が

賀などの地

域でした。地
ち り て き

理的に近
ちか

い日田にも、いち早くその文化が伝
でんらい

来

します。徳
と く ぜ い せ き

瀬遺跡や吹
ふきあげいせき

上遺跡などで早くから弥生の集落がつ

くられ、北部九州の弥
や よ い ど き

生土器や、福岡市や飯塚市で作られた

石器などが出
しゅつど

土するなど、交
こうえき

易が盛
さか

んな様子がわかります。

木
もく

製
せ い の う ぐ

農具や農
のうぎょうようせき

業用堰などが発
はっけん

見された大
お お ひ い せ き

肥遺跡は、北部九州

と同じ頃に米作りが始まったことを教えてくれます。

　吹上遺跡は、約５００年の間人々が暮らす、日田で最も古

くて大きな弥生集落の一つです。住
じゅうきょあと

居跡のほかに、穀
こくもつ

物を

貯蔵する施設なども多
た す う

数発見されています。紀
き げ ん ぜ ん

元前１世紀

～紀元前後頃には、鉄
てつせい

製や青
せいどうせい

銅製の武
ぶ き

器、南
なんかいさん

海産の貝
か い わ

輪や

勾
まがたま

玉、ガラス製
せい

の管
くだたま

玉などの装
そうしんぐるい

身具類など、交
こうりゅう

流・交
こうえき

易によ

って手に入れた豪
ご う か

華な副
ふくそうひん

葬品を持った人物を、甕
かめがた

型の棺
ひつぎ

に葬
ほうむ

ったお墓
はか

が造られたことが発掘調査で分かりました。ここに

葬
ほうむ

られた有力者がいることで、日田の地にもクニのようなま

吹上のムラと環濠集落
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時代に作られたと考えられ、出土した場所も近いことが注目

されます。帯鉤と鏡は何らかの関係があるかもしれません。

　この鉄鏡や帯鉤が日田の地から出土していることは確かで

すが、どのようにして日田に伝わったのか、謎に満ちた世に

も珍しい鏡を持っていた人は、どんな人物なのでしょうか。

鏡にまつわる古代ロマンに興味が尽きません。

古
代
の
ひ
た

14 15

　この鉄
てっきょう

鏡は今から２，０００年ほど前の中国の王
おうちょう

朝、後
ご か ん

漢

の時代に作られたものです。鏡の直径は２１．３ｃｍ、厚さ

は２．５ｍｍと薄いものです。表面は全体の半分以上がはげ

落ちていて、図
ず が ら

柄の全体の様
よ う す

子を復
ふくげん

元することは難
むずか

しいので

すが、残っている部分で、大
だいたい

体の図柄を読むことができます。

　鏡の縁
ふち

には竜の文
もんよう

様が変形したと思われるうずまき状
じょう

の雲
くも

の図柄があり、その内側に金銀の細い線で雲と竜の文様が重

なっています。竜の目や体の一部には赤や青の玉がはめ込ま

れています。鏡の中央にある紐
ちゅう

（ひもを通す部分）の周りに

は、四枚の葉が描
えが

かれ、金文字で「長」「宜」「孫」の三文

字がみえます。この文字は、子孫の代まで末永く、という

意味がこめられた、おめでたいお祝いの言葉である「長
ちょうぎ

宜

子
し そ ん

孫」のうちの三文字です。四枚の葉の周囲には金銀の二本

の線があり、その内側にうずまき状の雲の図柄があり、中心

にガラス玉をはめ込んでいます。

　このように後漢の時代に製作された、金銀や玉をちりばめ

た鉄鏡は、中国でも珍
めず

しく、国内では唯
ゆいいつ

一のものであること

から、１９６４（昭和３９）年１月２８日に国の重
じゅうよう

要文
ぶ ん か

化財
ざい

に指定されました。

　この鏡は、１９３３（昭和８）年の久
きゅうだい

大本線の工事の時に、

日高町の豊
ぶ ん ご み よ し

後三芳駅近くのダンワラ古墳から出土したといわ

れていますが、工事で削
けず

られてしまったため、この古墳の詳

細はよくわかっていません。

　また、鏡と同じような細
さ い く

工が施
ほどこ

された、金
きんさく

錯鉄
てったい

帯鉤
こう

といわ

れる、今でいうベルトのバックルにあたる３点が、刃
ゆ き い

連町で

出土したと伝えられています。この帯
たいこう

鉤は鏡と同じく、漢の

【コラム　金
き ん ぎ ん さ く が ん

銀錯嵌珠
し ゅ

龍
り ゅ う

文
も ん

鉄
て っ

鏡
き ょ う

】
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　古墳時代になると、クニをまとめる指導者が現れるようになります。日田

の小迫辻原遺跡では、当時の日田を治めた人物の住まいと考えられる集落が

見つかりました。

　大分県下では、県北の宇佐地方や国東半島などの海岸部に、最

も古い前方後円墳がつくられました。日田地方にも有田の城
しろやま

山古

墳や石井の護
ご が ん じ

願寺古墳、朝日の朝
あさひてんじんやま

日天神山古墳などの前方後円墳

がありますが、今までのところ、確実に古墳時代のはじまりのこ

ろといえる前方後円墳は確認されていません。

　そうした中で、小
おざこつじばる

迫辻原遺跡では、１９８８（昭和６３）年、

大分自動車道建設にともなう発掘調査で、古墳時代の首長の館

（居
きょかん

館）の跡が発掘されました。ここでは、まわりに方
ほうけい

形の溝

（環
かんごう

濠）をめぐらした居館が、東から１号、２号、３号と並んで

発掘されました。これらの居館跡は、環濠の底でみつかった土器

により、３世紀末～４世紀のはじめ、つまり古墳時代のはじまり

の頃のものとわかりました。小迫辻原遺跡は、その後、「国指定

史跡」となり、現在、遺跡全体を史跡公園として整備する計画が

進められています。

た
ひ
の
代
古

16

　イネ（稲作農耕）と鉄（金属器）に象徴される弥生時代。

わが国や郷土日田の社会の仕組みや人々のくらしは大きく変

わりました。この新しい社会を優位に生きぬくためには、特

に「鉄」を手に入れることが必要でした。このころ、朝鮮半

島南部に良質の鉄資源がありました。そのため、この鉄の素

材や製品を手に入れるために、朝鮮半島のクニとの交易が必

要となりました。そこに外交や貿易という、これまでにない

新しい国際関係も生まれたのです。

　そうした中で、日本列島の各地に国＝クニが形成されまし

た。当時の中国の歴史書によれば３世紀はじめのころ、日本

列島には大小３０余りのクニがありました。

　そして３世紀の後半ごろ、近畿地方に突如として大型の墳

墓、つまり前方後円墳とよばれる古墳が出現しました。最古

の前方後円墳と見られる奈良県の箸
はしはか

墓古墳は、全長２７０m

に及ぶ大きな古墳でした。

　この時出現した前方後円墳は単なる首長の「墓」ではあり

ませんでした。少なくともこの古墳の出現したころは、それ

は首長の権力を継承する儀礼の場であるとともに、新しい首

長にしたがうことを誓う儀礼の場でした。このような前方後

円墳の出現は、弥生時代までのクニグニをひとつに統合した

国家＝ヤマト政権の誕生を告げるものでした。

　このころ、全国各地に出現していた地域の支配者＝首長た

ちは、このヤマト政権の体制に参加し、あるいは組み込まれ

ていきました。これらの首長たちもヤマト政権をまねた前方

後円墳を次々につくりました。

古墳時代のはじまり
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　日田市内最大の前方後円墳である朝日天神山古墳群。現在の朝日町の北側

に広がる宮原台地の南側に造られました。２号墳、１号墳の順に造られ、当

時の日田を治めた首長の墓と考えられます。

にあります。１・２号ともに６世紀中ごろから後半の古墳で

す。１号古墳は全長３０ｍほど、天満社の社屋建設の際、

石室が発見され銅製の鏡や馬具などが出土しています。一

方、２号古墳は周溝まで加えると全長８０ｍを超え、日田地

方では最も規模の大きい前方後円墳です。

　朝日天神山古墳では、三
み わ だ ま

輪玉と呼ばれる水晶の玉が出土し

ました。これは、ヤマト政権の中でも大王や、これに次ぐ有

力者の持つ刀を飾ったものです。朝日天神山古墳に葬られた

首長がヤマト政権と特に深い関係にあったことを証明する遺

物といえます。

　このほかでは、前方後円墳ではありませんが、天瀬の五馬

にある宇
う ど こ ふ ん ぐ ん

土古墳群では、５世紀中～後半の古墳から計５体

の人骨が出土しました。この古墳は女性の首長の墓でした。

『豊
ぶ ん ご の く に ふ ど き

後国風土記』には、昔、五馬地方に五馬媛（イツマヒメ）

という女性の首長がいたと記されていますので、宇土古墳の

女性首長の墓との関係が注目されています。

た
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　ヤマト政権は３世紀終わりごろには、統一王権としての一

歩を踏み出しました。その後５世紀にかけて、ヤマト政権は

さらに勢力を強めていきます。このころの政権の頂点に立っ

た「大
おおきみ

王」の墓＝前方後円墳は、その勢力の拡大を誇示する

かのようにさらに巨大な古墳となり、「巨大古墳の世紀」と

呼ばれる時代が到来します。

　しかしその後、ヤマト政権がたどった足取りは決して平坦

なものではありませんでした。初期のヤマト政権には、王朝

の交代ともとれる出来事があったらしいことが、『古
こ じ き

事記』

や『日
に ほ ん し ょ き

本書紀』などの歴史書の研究によって指摘されていま

す。

　これを証明するかのように、４世紀代と５世紀代とでは、

大王の墓のつくられる場所が大きく移動しているのです。４

世紀ごろの大王の墓は、奈良県の大
や ま と

和盆地の柳
やなぎもと

本古墳群など

に集中していますが、４世紀末から５世紀にかけての時代の

大王の墓は大阪府の古
ふるいち

市古墳群や百
も ず

舌鳥古墳群に集中してい

ます。このうち仁徳天皇の墓と伝えられる大
だいせん

仙古墳は、周り

の濠まで入れると全長６００ｍに及ぶ世界最大級の古墳で

す。

　こうした中で、ヤマト政権の傘
さ ん か

下にあった大分県の各地で

も、次々に大型の前方後円墳がつくられました。大分市の

蓬
ほうらいさん

莱山古墳や亀
かめつか

塚古墳、臼杵市の臼
うすつか

塚古墳や下
しもやま

山古墳などで

す。

　日田の前方後円墳で、特に注目されるのは朝
あさひてんじんやま

日天神山古墳

１・２号古墳です。この古墳は日田盆地の北西部の台地上

前方後円墳の時代
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　日田市内で４基確認されている装飾古墳には、様々な模様が描かれています。

これには、お墓の中の人物を邪
じゃあく

悪なモノから守るため、または死んだ後の世界

を表したものではないかと言われています。

がり、６世紀後半代には日田地方にまでその影響を及ぼすこ

とになります。

日田市でも、ガランドヤ古墳１号墳・２号墳（石
い し い

井町３

丁目）、穴
あなかんのん

観音古墳（大字内河野）、法
ほうおんじやま

恩寺山古墳３号墳

（刃
ゆ き い ま ち

連町）の４基の装飾古墳が見つかっており、これらはい

ずれも国の史
し せ き

跡の指定を受けています。

古
代
の
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た
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　３世紀後半、近
き ん き ち ほ う

畿地方に造られた大
お お が た ふ ん ぼ

型墳墓 ( 前
ぜんぽうこうえんふん

方後円墳 )

から始まる古墳時代は、約４００年間続きます。

長く続く古墳時代の中で、古墳は形を変えていき、５世

紀代にはお墓の中に彫
ちょうこく

刻や彩
さいしき

色を施
ほどこ

して彩
いろど

る「装
そうしょくこふん

飾古墳：

装
そうしょくへきが

飾壁画」が造られるようになります。

「装飾古墳」は、日本全国で約６６０基以上見つかってい

ますが、九州ではその内の半数以上になる約３８０基が見つ

かっています。

「装飾古墳：装飾壁画」は、九州の福岡県から熊本県（北

部と中部）にかけての河
かせんりゅういき

川流域を中心に分
ぶ ん ぷ

布しており、５世

紀代から７世紀初頭まで様々な形で存在しています。

当初の装飾は、石室内にある遺体を入れる石
せっかん

棺や板
いたいし

石など

に彫刻し、彩色を施
ほどこ

すものでした。そこに描かれる彫刻は、

「直
ちょっこもん

弧文」（直線と弧線とを組み合わせた文様）や「鍵
か ぎ て も ん

手文」

（直角に交差する線を組み合わせてそれを小さく細長くした

文
もんよう

様）など複雑な文様が描かれていました。

その後、こうした装飾に変わって石室の壁全体に装飾を施

すものが出てきます。それは、「同
とうしんえんもん

心円文 ｣（丸を重ねたよ

うな文様）や「蕨
わらびてもん

手文」（ワラビの形に似た渦巻き状の文様）

といった単純な文様から船・太
た ち

刀・盾
たて

・弓などの物が描かれ

るようになりました。最も盛んな時期には、人物や動物など

が加わり、種々の彩色をし、様々な図形や絵画が描かれるよ

うになります。こうして描かれる装飾の変化には、亡くなっ

た人に対する思いの変化が表れているのかもしれません。

このような広がりをみせる装飾の文化は筑
ち く ご が わ

後川流域にも広

装飾壁画の世界
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　日田高校（上城内町・田島２丁目）の近くの大波羅遺跡では、市役所の先

祖にあたる、奈良時代ごろ（約１，２５０年前）の役所の跡が見つかりました。

墨
すみ

をすった土器などが出土しており、読み書きのできる役人がいたようです。

側、慈
じ げ ん ざ ん

眼山のふもとにある慈眼山遺跡では「林」「門」と文

字の書かれた土器が見つかっており、やはり役人の存在をう

かがわせます。そのほか小
おざこつじばる

迫辻原遺跡でも、郡の役人の位の

名称である「大
たいりょう

領」の文字を書いた土器や規則正しく並んだ

建物跡が発見されています。

　一方、三隈川の南側、上
うえのじょうすいじょう

野浄水場付近にある上野第 1 遺跡

では、古代の道路跡と倉庫群や「豊
と よ め と よ め

馬豊馬」と文字が刻まれ

た石製品が出土しました。三隈川の南岸は古代は「石
い し い ご う

井郷」

といわれており、「馬」の字が見えることから、『延
え ん ぎ し き

喜式』

という法律の集大成に記されている、日田郡内に設置された

「石井駅」ではないかと考えられています。この石井駅を通

って、古代の役人が九州全体を取りまとめていた役所である

大
だ ざ い ふ

宰府と各地を行き交っていた様子が目に浮かぶようです。
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　「古代」という言葉にはひろく「大昔」という意味があ

りますが、ここでいう「古代」とは、天皇が実際に政治

を行っていた「飛
あ す か

鳥時代・奈
な ら

良時代・平
へいあん

安時代」、おおよ

そ中
なかのおおえのおうじ

大兄皇子と中
なかとみのかまたり

臣鎌足が蘇
そ が

我氏を滅ぼした大化の改新

（６４５年）から源
みなもとのよりとも

頼朝が鎌
かまくら

倉幕府をつくり征
せいいたいしょうぐん

夷大将軍とな

るまで（１１９２年）をさします。それまでの各地の豪族を

中心とした小さな支配から、当時の中国（唐
とう

）にならって

律
りつりょう

令（法律）に基づく天皇中心の国づくりが進められた時代

といえます。例えば現在、人が誕生したり死亡したりすると、

市役所で法律に決められた手続きをします。この「市役所」

や「法律」が日本ではじめてつくられたのがこの時代です。

また、この仕組みで全国を治
おさ

めるには、役人を各地へ派
は け ん

遣す

るための道路をつくる必要がありました。現代でいう「国道」

には約１６ｋｍごとに「駅」がつくられました。「駅」とは、

交通手段としての馬と宿泊施設をそなえ、国の命令を受けた

使者や役人だけが利用できる特別なものでした。

　これらの施設を整えることにより、天皇（朝廷）が全国民

を直接治めていたのですが、日田市でも「役所」「駅」と考

えられる遺跡がいくつか見つかっています。

　日田高校のそばにある大
お お は ら

波羅遺跡では、一辺 1 ｍもある大

きな四角い柱
ちゅうけつ

穴と直径３０ｃｍを超す当時の大きな柱
ちゅうぼく

木が並

んで見つかり、すずりとして使った土器も出土しました。普

通の民家ではこのような柱は使われず、また文字を書けるの

は役人ぐらいだったので、役人がいた場所、すなわち当時の

日田郡の役所跡と考えられています。また大波羅遺跡の北

古代の役所と石井駅
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人の日田の有力武士たちによって治められました。以後、豊

臣秀吉による大友氏の領地没収まで大友配下として、筑前・

筑後の戦いをはじめとして各地の戦いにあけくれることにな

ります。

　日田の有力武士たちによる合議制の支配が行われる以前は、イラストのよう

に領主であった大蔵氏が武士たちをまとめ、日田を治めていました。

た
ひ
の
世
中

24

武士の登場と大蔵氏

　１１世紀になると日田の支配権力は日
く さ か べ

下部氏から大蔵氏へ

と移行しました。日田地域でも小領主がそれぞれの土地を所

有し、新たな土地の開墾を進めていきます。大蔵氏はそのよ

うな小さな領主たちをまとめ、日田郡の司
つかさ

（長官）になりま

した。

　当時の貴族の日記である『中
ちゅう

右
ゆう

記
き

』の１０９５（嘉
か

保
ほう

２）

年８月１０日条に日田殿（どん）と呼ばれる大蔵永
なが

季
すえ

が登場

します。１１９４（建
けん

久
きゅう

５）年鎌倉幕府から日田の地頭に任

ぜられ、名実ともに日田の領主になりました。

　『弘
こう

安
あん

図
ず

田
でん

帳』
ちょう

（１２８５年）では日田郡は５６０町の内、日

田荘５００町、大肥荘６０町（太宰府安楽寺領）となってい

ます。また日
ひ

田
たの

荘
しょう

内４５０町は地
じ と う

頭職
しき

日田永
ながもと

基、残りは宇

佐宮領の竹田、由布、石井、今泉、田島別
べ

符
ふ

と得
とく

善
ぜん

名
みょう

（弥勒

寺領）と、日田は三つの支配地となります。

　１２７４（文
ぶんえい

永１１）年、蒙古襲来のときには、異
い こ く

国

警
けいごばんやく

護番役を命じられたり（『日
ひ た

田郡
ぐ ん じ

司職
しき

次
し だ い

第』に書いてある）「日

田二、三百騎ニテ」と日田氏の参戦について記されています。

　南北朝時代の日田氏は北朝に味方しました。当時の日田に

残る年号が北朝年号であることが証拠です。また室町４代将

軍義
よしもち

持の奉
ほうこうしゅう

公衆百余名の内に日田氏（永息）が選ばれており、

幕府とのつながりもうかがえます。日田の在地の武士たちは

大蔵氏の指揮の下で蒙古と戦ったり周辺の武士勢力とも戦い

ました。

　大蔵氏の家系は１４４４（文安元）年に断絶し、大蔵氏を

ついだ大友系日田氏も１５４６（天
てんぶん

文１５）年に断絶し、日

田は坂本、財津、堤、高瀬、羽野、石松、佐藤、世戸口の８
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ように屋敷の区画溝
みぞ

やその内側に規則正しく並んだ建物の

柱
ちゅうけつ

穴、素
す ぼ

掘りや川原石を積み重ねてつくった井戸など、当時

の武士の生活がしのばれる痕
こんせき

跡が多数見つかっています。ま

た、当時の人々が使った素
す や

焼きの土器のほか、当時世界最先

端の文化を誇
ほこ

っていた中国からの輸入陶磁器類、大蔵一族や

その家臣の屋敷の屋根に使われていたであろう瓦
かわら

や、しゃも

じ・箸
はし

・漆
し っ き

器などの木製品、中国からの輸
ゆにゅうせん

入銭、刀の飾りや

鎖
くさり

のような金属製品といった生活道具や農具・武具など多彩

な遺物が出土しています。毬
まり

や独
こ ま

楽などの娯
ご ら く

楽道具もみつか

っており、日々の暮らしや戦いに明け暮れながら、ときに遊

びも交えていた当時の人々の、いきいきとした生活ぶりを想

像させます。

　慈眼山の南側ふもとから桂林小学校付近にかけてひろがる慈眼山遺跡では、大蔵一族

やその家臣の屋敷のあとが見つかりました。普段はここで暮らしながら、戦いのときに

は慈眼山（大蔵古城）に立てこもったようです。

中
世
の
ひ
た

26 27

　今から１，０００年ほど前の日田盆地を支配していた大蔵氏は、

どのような暮らしをしていたのでしょうか。その一部が、最近の

発掘調査から明らかになってきています。少しのぞいてみましょ

う。

　大蔵一族は花月川のそば、桂
けいりん

林校区にある慈
じ げ ん ざ ん

眼山に城をか

まえ、本拠地としていました。現在慈眼山の中腹には永
よ う こ う じ

興寺

の仏像収蔵庫があります。永興寺自体はそもそも「日田ど

ん」大蔵永
ながすえ

季が父を供養するために延
えんきゅう

久年間（１０６９～

１０７３年）に建立したお寺といわれています。

　収蔵庫には当時の都である京都や奈良の仏師により造られ

た国指定重要文化財の仏像群が安置されており、日田一帯を

治めた大蔵一族の栄華と財力を今に伝えています。ところで

城といっても、慈眼山には熊本城や大坂城のような天
てんしゅかく

守閣な

どはありません。大蔵氏のころの城は山を切り開いて平らな

場所をつくり、建物は穴を掘って柱を立てた「掘
ほったてばしらたてもの

立柱建物」

という簡単なもので、住み暮らすための施設ではなく、戦い

のときにだけ立てこもり、拠点とするための施設でした（普

段は山のふもとの屋敷で生活します）。このとき山をけずっ

てつくられた平地の区画（曲
く る わ

輪）や土
つ ち も

盛りの防
ぼうぎょへき

御壁（土
ど る い

塁）

などは今でも慈眼山に残っており、見ることができます。ま

た慈眼山の頂上付近には「高
たかじょう

城」「古
こじょう

城」などの古い地名が

残っており、ここに城があったことを裏付けます。

　地名といえば、慈眼山から桂林小学校付近にかけて、武士

の屋敷地などと関係のありそうな「羽
は の ど の や し き

野殿屋敷」「上
か み の ば ば

ノ馬場」

といった小
こ あ ざ

字名が見られます。発掘調査ではそのことを示す

【コラム 大蔵氏の館】
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のときにだけ立てこもり、拠点とするための施設でした（普

段は山のふもとの屋敷で生活します）。このとき山をけずっ

てつくられた平地の区画（曲
く る わ

輪）や土
つ ち も

盛りの防
ぼうぎょへき

御壁（土
ど る い

塁）

などは今でも慈眼山に残っており、見ることができます。ま

た慈眼山の頂上付近には「高
たかじょう

城」「古
こじょう

城」などの古い地名が

残っており、ここに城があったことを裏付けます。

　地名といえば、慈眼山から桂林小学校付近にかけて、武士

の屋敷地などと関係のありそうな「羽
は の ど の や し き

野殿屋敷」「上
か み の ば ば

ノ馬場」

といった小
こ あ ざ

字名が見られます。発掘調査ではそのことを示す

【コラム 大蔵氏の館】



中
世
の
ひ
た

28 29

年に左
ひだり

最
ほ て

手（最も上位の地位）として京都に行き、相撲節会

に臨んだことが判明しています。その後、永季の名は出なく

なります。

　日田の伝説も同様に長治元年に都から帰る途中で、大肥鰐
わに

の村
むら

薄
すすき

で亡くなったと伝えます。相撲人として努力をするこ

とが同時に日田の支配の安定につながることとなりました。

　　大肥の地で没したことは、将来も日田を守り続けるとい

う日田殿
ど ん

の決意を伝えることになったのだと言えます。その

意味では相撲の神様というよりも、日田の神様（始
し そ

祖）と呼

ぶ方がピッタリかもしれません。今は日田神社（慈眼山麓）

にまつられています。

　永季は、１６才の時に初めて相撲節会に呼ばれました。彼は順調に勝ち上

がり決勝で出雲の「小冠者」と言われる強敵と戦い、見事に勝利を収めます。

その後、３５年間１５回にわたって相撲節会に出場しますが、一度も負けま

せんでした。
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大蔵永季と相撲節会

　通称「日田どん（殿）」、本名大
おおくらながすえ

蔵永季は日田の人々には「相

撲の神様」として親しまれています。言い伝えによれば１０

数回の優勝を誇るたいへんな強力の持ち主とされています。

　伝説の人ですが、当時の貴族の日記にその名前が残ること

で実際に存在した人であることがわかります。

　生まれたのは１０５６（天
て ん ぎ

喜４）年と伝えられます。日田

の伝説では１０７１（延
えんきゅう

久３）年１６歳で宮中の相撲の節
せ ち え

会

に召
め

されたことや、出雲の小
こ か ん じ ゃ

冠者との戦いの話などが知られ

ていますが、史料での最初の確認は、１０８０（承
じょうりゃく

暦４）年

からとなります。

　伝説では、出雲の小冠者という鉄のからだを持つ無敵の相

撲人に勝つ方法を旅の途中で神のお使いの少女から伝えられ

たという話が有名です。後に大原八幡社に奉納された絵馬に

はこのときの戦いが描かれています。

　当時の地方の武士たちにとって都で相撲をとるということ

は、単に力自慢をするということだけでなく、地域支配の上

でも大きな意味を持つことでした。

　中央の貴族につながりを持ち、天皇から位
くらい

を授かることで

地域の支配権力を確立できるという利益がありました。鬼
お に

太
た ゆ う

夫という日田殿
どん

の太夫の名は五位という下級貴族の通称名

でもあります。日本国の支配のピラミッドの中に位置するこ

とになる名のりが伝えられるのです。実際の位は八位という

一番下の位をもらっています。地方では現在の副知事や市長

にあたります。

　史料に書かれた最後の記述では、永季は１１０４（長
ちょうじ

治元）
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　現在の上津江・中津江・前津江・大山一帯は、「津江山」といわれ、福岡の太

津「、れらて建が社松老る祭を神の宮満天、はに」山江津「。たしで園荘の宮満天府宰

江七社」と呼ばれました。中でも前津江町の大野老松社は室町時代の本殿が残っ

ており、大変貴重です。

す。老松社の老松とは天
てんじん

神・菅原道真の家
け ら い

来の神でしたが、

次
し だ い

第に天神と同一の神として祀られるようになりました。こ

れらの老松社を津江地域に建てたのが日
ひ た ぐ ん じ お お く ら な が す え

田郡司大蔵永季や

津
つ え は せ べ し

江長谷部氏だといわれています。

　このように津江地域に多くの老松社が建てられたのは、

「津江山」が太宰府天満宮にとって、重要な地域であったた

めに老松社を建てたと思われます。また津江地域は雷
かみなり

が多い

ことから、雷の神様の要
よ う そ

素をあわせ持っていた天神・菅原道

真が老松神の名前で、津江地域の人々の信
しんこう

仰を集めたものと

も考えられます。
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　中世の時代、日田市の南部である前
ま え つ え

津江・中
な か つ え

津江・上
か み つ え

津江

と北東に連なる大
おおやま

山にわたる一帯は「津
つ え や ま

江山」といわれてい

ました。

　初めて古
こ も ん じ ょ

文書などに「津江山」の言葉が確認されるのは、

１２２５( 嘉
か ろ く

禄元 ) 年５月頃、「津
つ え や ま じ ゅ う に ん ら

江山住人等」が畠を作

っていた時に、銅
どうほこ

鉾２本を掘りあて、そのことを領主であ

る安
あ ん ら く じ

楽寺に報告したという記録です (『百
ひゃくれんしょう

練抄』１２２７(

安
あんてい

貞元 ) 年の記事 )。

　「津江山住人等」が報告した安楽寺とは菅
すがわらのみちざね

原道真を祀

っている、現在の太
だ ざ い ふ て ん ま ん ぐ う

宰府天満宮のことです。明治時代の

神
しんぶつぶんりれい

仏分離令までは、天満宮安楽寺・安楽寺天満宮などと呼ば

れており、「津江山」はその安楽寺 ( 太宰府天満宮 ) が支配

をしている荘
しょうえん

園でした。

　「津江山」が太宰府天満宮の荘園になったのは、平安時代

末期ごろと考えられています。確認できるものは、鎌倉時代

の記録である『百練抄』の記事のみですが、それから１３０

年のちの南
なんぼくちょう

北朝時代の１３５２（観
かんのう

応３）年の太宰府天満宮

の記録にも、「津江山」の記述がみられ、天満宮にとって「津

江山」は重要な場所だったようです。

　津江と太宰府天満宮の関係がわかる記録は余り残っていま

せんが、津江地域に広く分布している津江七
しちしゃ

社が太宰府天満

宮との関わりを物語っています。

　津江七社は７つの老
おいまつしゃ

松社のことを指しています。大
お お の

野・

赤
あかいし

石・柚
ゆ う ぎ

木 ( 以上前津江 )、宮
みやぞの

園・八
やどころ

所・中
なかむら

村 ( 以上中津江

)・浦
うら

( 上津江 )・中
な か ご う ら

川原 ( 大山 ) を津江七社と呼んでいま

津江山と太宰府天満宮
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を日本に送り、モンゴルの支配下に入るよう求めてきまし 

た。しかし、幕府はこれを断り、モンゴル軍の再
さいしゅうらい

襲来にそな

えて、前回の戦場になった博多湾沿岸を防御するための石
いしがき

垣

の建設を命じました。この石垣はのちに「元
げんこうぼうるい

寇防塁」とよば

れ、その一部が現在も福岡市内に残っており、見ることがで

きます。

　１２８１( 弘
こうあん

安４) 年、ふたたびモンゴル軍が襲来しまし

た ( 弘安の役
えき

)。モンゴル軍は１２７６（建
け ん じ

治２）年に攻め

滅ぼした宋
そう

の軍隊や高麗の軍をあわせた１５万人で日本を襲
おそ

いました。ところが、宋の軍隊と高麗の軍の合流が遅れたこ

とや御家人たちが沿岸に築いた防塁のために、モンゴル軍は

容易に上陸することができませんでした。またモンゴル全

軍が博多を総攻撃するために集まっていたとき、台風の直

撃にあい、大きな被害を受け、撤
てったい

退することになりました。

この戦いで活躍した日田氏は、筑
ちくぜんのくに

前国の三
み な ぎ

奈木荘 ( 福岡県

朝
あ さ く ら し み な ぎ

倉市三奈木 ) を恩
おんしょう

賞として受けたといわれています。

　弘安の役でも日田氏と思われる「日
ひだかさぶろう

高三郎」、「ひたの二
じ ろ う

郎ひてたた」

などの人物が防塁の上で待
た い き

機している様子や、小船に乗り込みモンゴル

軍と戦おうとしている様子が、熊本の御家人である竹
たけざきすえなが

崎季長が作らせた

「蒙
もうこしゅうらいえことば

古襲来絵詞」に描かれています。　
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　１３世紀初めにモンゴル高原の遊牧民を統一したチンギス

＝ハンはモンゴル帝国を築き、東ヨーロッパや西アジアまで

勢力をのばしました。東アジアでも金
きん

や西
せ い か

夏をほろぼし、朝

鮮半島の高
こうらい

麗も支配下におきました。１２６０（正元２）年

に第５代皇帝に即位したフビライ＝ハンは、外交関係や貿易

などを求める国書を日本に送りましたが、その中には軍事攻

撃を匂
にお

わせるような文
もんごん

言が含
ふく

まれていました。

　朝廷や鎌
かまくら

倉幕府は返事をださないことにしましたが、モン

ゴル軍が必ず攻撃してくると考えて、九州在住の御
ご け に ん

家人や九

州に領地をもつ武士たちに防衛を命じました。また日本全国

の神社やお寺にモンゴル退
たいさん

散の祈
き と う

祷（「異
い こ く こ う ぶ く

国降伏」）をする

ことを命じています。

　その当時の日田の有力な領主で、京都の六
ろ く は ら た ん だ い

波羅探題に務め

ていた日田大蔵氏の日田永
ながのぶ

信も九州防衛のために帰国を命じ

られたといわれています。

　幕府の予想通り、１２７４( 文
ぶんえい

永１１) 年１０月初めにモ

ンゴル・高
こうらい

麗の連合軍３万人が対
つ し ま

馬・壱
い き

岐を制圧し、２０日

には博多に上陸をはじめました ( 文永の役
えき

)。これに対し防

衛にあたっていた九州の御家人たちとの戦闘が繰り広げら

れ、日田氏もこの戦いに参加し、日田永
ながもと

基が参戦していまし

た。戦いは連合軍が優位に進めますが、その日の夜に連合軍

は引き揚げて行きました。しかし、その理由は分かっていま

せん。この戦いの恩
おんしょう

賞として、日田大蔵氏は豊
ぶ ん ご の く に あ き ご う

後国安岐郷（国

東市安岐町）の一部を与えられました。

　フビライはすぐに、再
さいえんせい

遠征の準備にとりかかり、また使者

蒙古襲来と日田
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を日本に送り、モンゴルの支配下に入るよう求めてきまし 
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　貴族や上級武

士の信仰が大寺院

や壮麗な仏像に象

徴されるのに対し

て、下級武士や庶

民の信仰は手近な

石造物の造立へと

向かいます。この

頃になると石造物

の数・種類は増え

ていきました。

　さらに市内の各所には、板
い た び

碑や磨
ま

崖
がい

種
し ゅ じ

子をはじめとする石

造物が残され、その時々の地域の人々の信仰をうかがい知る

ことができます。

　大肥、津江・大山は古代から太宰府天満宮の荘園としての

歴史が長いことから、多くの天満宮があります。その関係で

老
おいまつ

松神社の懸
かけぼとけ

仏や年中行事が伝えられ、この地域の独特の歴

史を伝えています。

　日田地域は、内陸部という地理的位置づけによって、他地

域の文化を受け入れながらも、ゆるやかな変化・発展のなか

で時代が進んでいったと思われます。
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日田の平安・鎌倉・室町時代

　平安時代には浄土教、山岳宗教が人々の信仰を集めまし

た。

　日田の浄土教としては、南友田徳
とく

瀬
ぜ

にある酒
しゅ

楽
らく

神社に残る

薬
や く し

師信仰を伝える「薬
や く し

師三
さんぞん

尊」や大蔵一族の菩
ぼ だ い じ

提寺である永
よう

興
こ う じ

寺の観
かんのん

音菩
ぼ さ つ

薩像、また吹上観音などの観音信仰などが当時

からの姿を伝えています。

　特に永興寺には鎌倉時代の毘
びしゃもんてん

沙門天像や四天王像が伝えら

れ、当時の大蔵氏の権
けんせい

勢や武門の信仰がうかがえます。永興

寺は大蔵氏の菩提寺であり、日田神社は氏神になります。

　中世武士の城域には氏寺、氏神を祀ることが当時の習わし

となっていました。中世日田の宗教文化は大蔵氏を中心に栄

えていきます。

　山岳宗教の信仰は、小野戸
と や ま

山神社が英
ひ こ さ ん

彦山とつながる信仰

を伝えています。修
しゅげん

験道
どう

（神
しんぶつ

仏混
こんこう

淆）の寺院としての歴史を

伝え、小野地区を通り英彦山詣
もう

でをする人々が数十年前まで

ありました。また大山烏
から

宿
とまり

神社も英彦山信仰を伝えており、

日田周辺の仏教に関連した名前の山々は山岳信仰のなごりと

考えられます。

　北友田にある岳
がく

林
り ん じ

寺は大蔵永
なが

貞
さだ

が１３４２（康
こう

永
えい

元）年に

後
ご

醍
だ い ご

醐天皇の祈願によって渡
と ら い

来した僧明
みん

極
き

楚
そ

俊
しゅん

を開
か い き

基として

創建されました。日田地方の臨
りんざい

済禅
ぜん

寺の名
めいさつ

刹であり、当時の

仏像などの文化財が数多く残っています。

　また財津 龍
りゅう

林
り ん じ

寺、諸
もろどめ

留世
せ

尊
そ ん じ

寺、高瀬安
あ ん よ う じ

養寺、大山片
かた

瀬
せ こ

古

の阿弥陀像などの仏像群は、当時の地域の小領主たちがそれ

ぞれの菩提寺として建立した寺の由来によるものでしょう。
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　鎌倉・南北朝時代ともに日田の中心的な武士であった日田氏は、康
こうえい

永元年

頃に岳
がくりんじ

林寺を建
こんりゅう

立しています。日田氏は足利将軍直轄の奉
ほうこうしゅう

公衆に編
へんせい

成され、

守護大名大友氏の支配を受けない存在でしたが、家
か と く

督争いにより日田氏は

徐
じょじょ

々に衰
すいたい

退していきました。

田氏が有力な領主で、幕府の奉
ほうこうしゅう

公衆 ( 足利将軍に直接仕え

る ) に任命されていることが確認できます。しかし１４４４

( 文
ぶんあん

安元）年頃、家督争いが起こり、大蔵姓日田氏が断絶し

てしまいました。そのため豊
ぶんごのくに

後国守
し ゅ ご

護であった大友氏の一

族が日田氏を継
つ

いで、大友姓日田氏を名乗ります。ところ

が１５４８( 天
てんぶん

文１７) 年頃、日
ひ た ち か ま さ

田親将の時に大友氏本家の

大
おおともよしあき

友義鑑に対して、謀
む ほ ん

反を計画したことが露
ろ け ん

見し、親将は

自
じ じ ん

刃してしまいました。それ以後、日田は大友義
よしあき

鑑が大蔵

氏の一族や郎
ろうじゅう

従の中から、坂
さかもと

本・財
ざ い つ

津・羽
は の

野・石
いしまつ

松・高
た か せ

瀬・

佐
さ と う

藤・堤
つつみ

・世
せ と ぐ ち

戸口氏らを郡
ぐんろう

老（年
としより

寄）として日田の支配を任
まか

せ、この体制が１５９３( 文
ぶんろく

禄２) 年の豊臣秀吉により日田

が 太
たいこうくらいりち

閤蔵入地（豊臣秀吉の直
ちょっかつりょう

轄領）になるまで続きました。
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　蒙
も う こ

古襲
しゅうらい

来後、鎌
かまくら

倉幕府は、九州防衛に活躍した御
ご け に ん

家人や

御家人以外の動員された武士たちへの恩賞の問題を抱
かか

えるこ

とになりました。またモンゴル軍への対応のため、将軍の補

佐をする執
しっけん

権の北
ほうじょうけ

条家 (得
とくそう

宗 )に権力が集中することになり、

多くの御家人らの不満をあつめることにもなりました。

　そのようななか鎌倉幕府の打倒にたちあがったのが、

後
ご だ い ご

醍醐天皇でした。天皇は、家がらにとらわれず、有能な貴

族を登
とうよう

用するなど、積極的に政治にとりくみ、天皇中心の新

しい政治をめざしました。一度は、幕府倒幕の動きが発覚し、

隠
お き の し ま

岐島 ( 島根県隠
お き

岐の島
しまちょう

町 ) に流されますが、天皇の皇子で

あった護
もりよししんのう

良親王や河
かわちのくに

内国 ( 大阪府南東部 ) 出身の武士である

楠
くすのき まさしげ

木正成らが活躍し、ついに鎌倉幕府をほろぼしました。

　この時、日田の有力な武士であった日田氏は、はじめは鎌

倉幕府の御家人として幕府側に属して戦っていましたが、の

ちには天皇側に転じたようです。天皇は、鎌倉幕府を倒し、

公家も武士も天皇が直接支配する新政治をめざした「建
け ん む

武の

新
しんせい

政」を行いましたが、長くは続きませんでした。それは

鎌倉幕府の有力な御家人であり、天皇に味方した足
あしかがたかうじ

利尊氏

が、後醍醐天皇の急激な政治改革に不満を持った公家や武士

たちの期待を集めるようになり、天皇に反
は ん き

旗をひるがえした

からです。尊氏は後醍醐天皇によって天皇をやめさせられた

光
こうごんじょうこう

厳上皇の弟である光
こうみょうてんのう

明天皇をたてて、１３３８（延
えんげん

元３）

年に征
せいいたいしょうぐん

夷大将軍に任命され、室
む ろ ま ち ば く ふ

町幕府政治がはじまりまし

た。足利氏が将軍を務めていた期間 ( １３３６～１５７３)

を室町時代といいます。

　室町時代の日田においても、鎌倉時代と同様に大蔵姓日

室町時代の日田
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よしあき

鑑が大蔵

氏の一族や郎
ろうじゅう

従の中から、坂
さかもと

本・財
ざ い つ

津・羽
は の

野・石
いしまつ

松・高
た か せ

瀬・

佐
さ と う

藤・堤
つつみ

・世
せ と ぐ ち

戸口氏らを郡
ぐんろう

老（年
としより

寄）として日田の支配を任
まか

せ、この体制が１５９３( 文
ぶんろく

禄２) 年の豊臣秀吉により日田

が 太
たいこうくらいりち

閤蔵入地（豊臣秀吉の直
ちょっかつりょう

轄領）になるまで続きました。
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　蒙
も う こ

古襲
しゅうらい

来後、鎌
かまくら

倉幕府は、九州防衛に活躍した御
ご け に ん

家人や

御家人以外の動員された武士たちへの恩賞の問題を抱
かか

えるこ

とになりました。またモンゴル軍への対応のため、将軍の補

佐をする執
しっけん

権の北
ほうじょうけ

条家 (得
とくそう

宗 )に権力が集中することになり、

多くの御家人らの不満をあつめることにもなりました。

　そのようななか鎌倉幕府の打倒にたちあがったのが、

後
ご だ い ご

醍醐天皇でした。天皇は、家がらにとらわれず、有能な貴

族を登
とうよう

用するなど、積極的に政治にとりくみ、天皇中心の新

しい政治をめざしました。一度は、幕府倒幕の動きが発覚し、

隠
お き の し ま

岐島 ( 島根県隠
お き

岐の島
しまちょう

町 ) に流されますが、天皇の皇子で

あった護
もりよししんのう

良親王や河
かわちのくに

内国 ( 大阪府南東部 ) 出身の武士である

楠
くすのき まさしげ

木正成らが活躍し、ついに鎌倉幕府をほろぼしました。
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公家も武士も天皇が直接支配する新政治をめざした「建
け ん む

武の

新
しんせい

政」を行いましたが、長くは続きませんでした。それは

鎌倉幕府の有力な御家人であり、天皇に味方した足
あしかがたかうじ

利尊氏

が、後醍醐天皇の急激な政治改革に不満を持った公家や武士

たちの期待を集めるようになり、天皇に反
は ん き

旗をひるがえした

からです。尊氏は後醍醐天皇によって天皇をやめさせられた

光
こうごんじょうこう

厳上皇の弟である光
こうみょうてんのう

明天皇をたてて、１３３８（延
えんげん

元３）

年に征
せいいたいしょうぐん

夷大将軍に任命され、室
む ろ ま ち ば く ふ

町幕府政治がはじまりまし

た。足利氏が将軍を務めていた期間 ( １３３６～１５７３)

を室町時代といいます。

　室町時代の日田においても、鎌倉時代と同様に大蔵姓日

室町時代の日田
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　交通の要
ようしょう

衝である日田を重要視した豊臣秀吉は、宮木長次郎豊盛に

玖
く す

珠・日田両郡の支配を任せ、日隈山 (亀山公園 )に城を築かせたのが、

日隈城です。のちに毛利高政の時に５層６階の天守などが築かれたといわ

れています。

された宮
みやきちょうじろうとよもり

木長次郎豊盛が日
ひのくま

隈 ( 隈
くま

) 城を亀
き お う ざ ん

翁山 ( 亀
き ざ ん

山公園 ) 上

に築き、その城下町として隈
くままち

町がつくられ、政治の拠点となり

ました。田島にあった町を城下に移して、隈町の基礎としたと

伝わっています。

　宮木氏の後に秀吉の家臣である毛
もうりたかまさ

利高政が日隈城の城主とな

り、宮木氏のつくった城に修理を加えて、天
てんしゅかく

守閣を作ったとい

われています。佐
さ い き

伯市の毛利文庫にはこの天守閣に保管されて

いたものを記録した古
こ も ん じ ょ

文書が残っており、それによると日隈城

の天守は５層
そう

６階で、大分市の府
ふないじょう

内城の５層４階を超えるもの

であり、大分県最大級の天守であったことがわかります。石垣

の中の下
げ だ ん

段には弓矢や大
おおづつ

筒 ( 大砲 )、２段には金のよろいやか

ぶと、秀吉から与えられた朱
しゅいん

印状の箱、３段には具
ぐ そ く

足類、４段

には刀
かたな

類、５段には鳥
と り け

毛、最上段にはルソン壺
つぼ

などの高級な茶

器とともにちり取りやほうきがあったようです。

中
世
の
ひ
た

38 39

　室
むろまち

町幕府は「大
だいみょう

名」とよばれる有力な武将たちを各地の

守
し ゅ ご

護に任命して、日本を治めていました。しかし１５世紀

の後半には、有力な守護大名たちが東西に分かれて争った

「応
おうにん

仁の乱」がおこり、その頃から幕府の力は弱まりました。

そして１６世紀になると、日本各地に広い領域を支配する

戦
せんごくだいみょう

国大名があらわれ、それぞれの大名が勢力を競
きそ

い合うよう

になりました。室町幕府はまだ存
そんぞく

続していましたが、この時

期を戦国時代と呼びます。

１６世紀の後半には有力な戦国大名が出
で そ ろ

揃うなか、特に

尾
お わ り

張国 ( 愛知県 ) を本拠にしていた織
お だ の ぶ な が

田信長は、室町幕府

第１５代将軍足利義
よしあき

昭を京都より追い出し、天下統一をすす

めます。しかし信長は家臣の明
あけちみつひで

智光秀に討
う

たれてしまいます

（本
ほ ん の う じ

能寺の変
へん

）。その光秀は同じく信長の家臣であった羽
は し ば

柴

( 豊
とよとみ

臣 ) 秀
ひでよし

吉に倒
たお

されます。秀吉は全国の大名たちを降伏さ

せたり、攻めほろぼすなどして、ついには日本（天下）を統

一します。織田信長・豊臣秀吉が有力であった時代を信長の

居城があった安
あ づ ち

土 ( 滋
し が け ん

賀県近
お う み は ち ま ん し

江八幡市 ) と秀吉が城を築いた

伏
ふ し み

見・桃
ももやま

山 ( 京都市伏見区 ) から安
あ づ ち

土・桃
ももやま

山時代と呼びます。

　日田にも豊臣秀吉の全国統一の影響が及びます。１５９３

（文
ぶんろく

禄２）年５月、それまで豊
ぶんごのくに

後国を支配していた大友吉
よしむね

統

が秀吉の怒りをかったことにより、領地を取上げられてしま

いました。日田の多くの武士は大友氏の家臣となっていまし

たが、他の大名に仕
つか

えるため日田を去る者や武士をやめる者

もいました。そして、日田は秀吉の直
ちょっかつち

轄地、太
たいこうくらいりち

閤蔵入地とな

り、翌年の１５９４( 文
ぶんろく

禄３) 年には秀吉の代官として派
は け ん

遣

豊臣秀吉時代の日隈城
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っています。

　石川家の領地は、当時中
な か つ

津藩主と杵
き つ き

築藩主であった小
お が さ わ ら

笠原

２家が預かり、さらに幕府から派
は け ん

遣された小
お が わ と う ざ え も ん

川藤左衛門と同

九
く さ え も ん

左衛門の二人が最初の代官を務め、その後肥
ひ ご ほ そ か わ け

後細川家の預

かり地を経て、代官支配となりました。この頃には、豊後の

幕
ばく

府
ふりょうしはい

領支配は、日田永
ながやま

山と大分郡高
たかまつ

松（大分市）におかれた

代官所が行いました。

　１６８２（天
て ん な

和２）年、日田永山に徳
とくがわいえやす

川家康の曾
そうそん

孫、松
まつだいら

平

直
なお

矩
のり

が７万石の大名として入りました。永山城の改修や

３００人の家
か し ん

臣の武
ぶ け や し き

家屋敷などが造られました。しかし、わ

ずか５年で出
で わ や ま が た

羽山形（山形市）に移りました。以後、永山城

は城
しろやま

山として城
じょうしゅ

主が入ることなく、明
め い じ い し ん

治維新を迎えました。

　１６０１（慶長６）年に完成した永山城（現在の月隈公園）は町人たちが暮

らす豆田町の北側に建設されました。最初の殿様は小
お が わ み つ う じ

川光氏でしたが、その後

は石
いしかわただふさ

川忠総などが城主となります。１６３９（寛永１６）年、日田は徳川幕府

の支配地となり日田代官所がつくられました。
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　江戸時代の日本は、幕
ばくふりょう

府領（公
こうりょう

領、天
てんりょう

領）と大
だいみょう

名・旗
はたもと

本・

寺
じしゃりょう

社領（私
しりょう

領）に分かれていました。近
きんせい

世中
ちゅうきいこう

期以降の日田市

域は、多くの地域は、幕府領でしたが、大名の領地もありま

した。豊
ぶんごもりはん

後森藩（久
く る し ま

留嶋家）は有
あ り た

田地区に、３，８００石
こく

余
あま

りの領地を持ち幕
ばくまつ

末まで大名領でした。日田は、大名の城と

城下町であったこともあります。亀
き ざ ん

山公園には、日
ひの

隈
くまじょう

城があ

り、月
つきくま

隈公園には永
ながやまじょう

山城がありました。

　豊
とよとみひでよし

臣秀吉の時代に、宮木長次郎豊盛が日隈城を築
ちくじょう

城し、

隈
くままち

町を造りました。その後、毛
もうりたかまさ

利高政が玖
く す

珠の角
つのむれじょう

牟礼城とと

もに日隈城・隈町を支
し は い

配していました。関
せ き が は ら

ヶ原の合
かっせん

戦後の

１６０１（慶
けいちょう

長６）年、 毛
も う り

利家は海
あ ま べ ぐ ん さ い き

部郡佐伯に移りましたが、

幕府領となった日田・玖珠郡を代
だいかん

官として預
あずか

っていました。

　この年、月隈山に丸山城を築き、丸山町を城下として、小
お

川
がわみつうじ

光氏が２万石
ごく

の大名として入りました。領地は、日田・玖

珠・速
は や み ぐ ん

見郡の内です。今も残る本
ほんまる

丸の石
いしがき

垣や川
か わ ら い し

原石を使用し

た搦
か ら め て

め手の石垣は、このころ造られたと考えられます。日田

市域は、北部の久
く る し ま

留嶋家領、中西部の小川家領、南部・東部

の毛利家預
あずか

りの幕府領となりました。

　１６１６（元和２）年　譜
ふ だ い

代大名の石
いしかわ ただふさ

川忠総が入り（日田・

玖珠・速
は や み ぐ ん

見郡で６万
まんごく

石）、城の名を永
ながやまじょう

山城と改め、丸
まるやまちょう

山町を

拡大して豆
ま め だ ま ち

田町としました。石川時代の１６２４（寛
かんえい

永元）

年ごろ、大
おおはらはちまん

原八幡が求
く く り む ら

来里村の元
もとみや

宮から現在の地に移りまし

た。石川家は１６３３（寛永１０）年に下
しもうさ

総（千葉県）に移

り、幕
ばくまつ

末には伊
い せ か め や ま

勢亀山（三重県）にいました。石川家の家
か ろ う

老

を務めた加
か と う け

藤家などに、永山城や日田の絵
え ず

図・記録が今も残

代官支配から幕府領地へ
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そうそん

孫、松
まつだいら

平

直
なお

矩
のり

が７万石の大名として入りました。永山城の改修や

３００人の家
か し ん

臣の武
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あずか
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ま め だ ま ち
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永元）
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おおはらはちまん

原八幡が求
く く り む ら

来里村の元
もとみや

宮から現在の地に移りまし

た。石川家は１６３３（寛永１０）年に下
しもうさ

総（千葉県）に移

り、幕
ばくまつ

末には伊
い せ か め や ま

勢亀山（三重県）にいました。石川家の家
か ろ う

老

を務めた加
か と う け

藤家などに、永山城や日田の絵
え ず

図・記録が今も残

代官支配から幕府領地へ
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　九州の中では一番重要な役割を持った代官所が日田にありました。代官た

ちの主な仕事は、年
ね ん ぐ ま い

貢米とされる税金を集めることで、そのほか事件や事故

の解決をおこなう裁判所のような仕事もしていました。

　 １ ８ １ ７（ 文
ぶ ん か

化 １ ４） 年、 着 任 し た 塩
し お の や だ い し ろ う

谷 大 四 郎 は、

１８２１（文
ぶんせい

政４）年に郡
ぐんだい

代に昇格しています。塩谷は１９

年の在職中に、小
お が せ い ろ

ケ瀬井路の開
かいさく

鑿、隈
くまがわ

川・中
なかじょうがわ

城川の改修と

通
つうせん

船、日田‐玖珠間の道路改修、周
すおうなだえんがん

防灘沿岸の新
しんでん

田開発など

の公共事業に廣
ひ ろ せ き ゅ う べ え

瀬久兵衛、草
く さ の ち ゅ う え も ん

野忠右衛門などを用いて推
すいしん

進し

ました。その費用は、農民や商人という民間から出されまし

た。また、災害などに備
そな

えて米を準備しておく陰
いんとくぐら

徳蔵を、役

所の東側の畑地に設け、盲
もうじん

人のための養
よういくでん

育田も設置しまし

た。これも民間の資金です。民衆に親孝行をすすめるための

「孝
こうこうわさん

行和讃」を配布し、孝
こうきょうひ

経碑の建設なども実施しています。

塩谷のこうした政策に対する、当時の人々の評価は善悪両方

がありました。

　動乱の時期に在職した最後の郡代窪
く ぼ た じ ぶ う え も ん

田治部右衛門は、

農
のうへいたい

兵隊（制
せいしょうぐみ

勝組）を組織するなど幕府体制の維
い じ

持を図
はか

りまし

たが、１８６８（慶
けいおう

応４）年、正月に日田から肥後方面へ逃

亡しました。そして、同年閏
うるう

4 月に日田県が設置されました。

近
世
の
ひ
た

42 43

　江戸時代の代官は、将軍の代りに幕府領を支配する役人

で、旗
はたもと

本がその職につき、役所を代官所（陣
じ ん や

屋、御
お や く し ょ

役所）と

いいます。

　日田の代官所は永山城のふもとにあり、永
な が や ま ふ せ い し ょ

山布政所、

日
ひ た お ん や く し ょ

田御役所とも呼ばれました。１７２４（享保９）年代官

となった増
ま す だ た へ い

田太兵衛以降は、豊後はもちろん九州の豊
ぶ ぜ ん

前・

筑
ちくぜん

前・肥
ひ ご

後・日
ひゅうが

向などにあった幕府領（１２～１５万石余）

支配の拠
きょてん

点でした。代官は、幕府領の治
ち あ ん

安の維
い じ

持、年
ね ん ぐ

貢の徴

収などのほか、藩
はんりょう

領の境界争いなどの調
ちょうてい

停も行いました。日

田の役所には代官以下１５名位の役人が詰め、このほか、江

戸・四
よ っ か い ち

日市（宇佐市）・富
とみおか

岡（熊本県）・富
とみたか

高（宮崎県）に

も出
しゅっちょうじょ

張所（陣
じ ん や

屋）がありました（全員で３０名位）。のちに

幕
ばくふかんじょうぶぎょう

府勘定奉行となる川
かわじ としあきら

路聖謨は役所詰
つ

め役人内
な い と う き ち べ い

藤吉兵衛の子

でした。

　延べ３０人に及ぶ歴代の日田代官の内、岡
お か だ し ょ う だ ゆ う

田庄太夫の時

には、農民が年貢の高さを幕府に訴えた馬
ま ば る そ う ど う

原騒動という

百
ひゃくしょういっき

姓一揆が１７４６（延
えんきょう

享３）年におこりました。岡田は、

「助
たすけあいこく

合穀」という救
きゅうさい

済組織を作りました。岡田家は子や孫も

代官を務め、１７６７（明
め い わ

和４）年庄太夫の 2 男揖
い び じ ゅ う だ ゆ う

斐十太夫

のとき、西
さいごくすじぐんだい

国筋郡代に昇
しょうかく

格しました。これは、関東・美
み の

濃に

つづく全国で 3 番目に設置された役職です。

　１８０５（文
ぶ ん か

化２）年、岡
おかはん

藩では、日田代官羽
は く ら ご ん く ろ う

倉権九郎の

息子陽
ようざぶろう

三郎に毎年米１００俵
ぴょう

を進
しんじょう

上するとしています。その

理由は、岡藩主中
なかがわひさたか

川久貴と親しかったとありますが、やはり

権威ある日田代官との結びつきを重視したのでしょう。

日田代官と日田御役所
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そして現在の豆
ま め だ ま ち

田町へと名
めいしょう

称や範
は ん い

囲が変
へんこう

更されてきました。

町の中心には南北に走る道路が延
の

びており、上
うわまち

町と下
したまちどお

町通

りと呼んでいました。通りに面
めん

して、上町は室
むろまち

町・平
ひ ら の ま ち

野町・

八
や は た ま ち

幡町、下町では一丁目・二丁目・三丁目と呼び名され、上町・

下町に挟
はさ

まれた東西の横
よ こ み ち ぞ

道沿いの町にも北側から川
かわばたちょう

端町・

風
ふ ろ や ち ょ う

呂屋町・油
あぶらやちょう

屋町・住
すみよしちょう

吉町・魚
いおまち

町と全
すべ

てに名前が付いていま

した。豆田町は江戸時代に１回、明治時代に２回起きた大火

事の経験から、火災に強い「居
い ぐ ら づ く

蔵造り」の建物を建
けんちく

築して

いきます。火災の後に建築された同じ区
く い き

域の建物を見ると、

外
がいかん

観に同じデザインを持つ家があるのも町
ま ち な

並みの特
とくちょう

徴の一つ

です。豆田町には、幕府の公
こうきん

金を取
と

り扱
あつ

う掛
か け や

屋や府
ふ な い は ん

内藩（大

分市）、岡
おかはん

藩（竹
た け た

田市）など九
きゅうしゅうしょはん

州諸藩の御
ご

用
ようたし

達を務
つと

めた商
しょうか

家

が多く、代表的なものは千
ち は ら け

原家や廣
ひ ろ せ け

瀬家、手
て し ま け

嶋家、草
く さ の け

野家な

どで、屋
や し き ち

敷地には１０棟
とう

を超
こ

す住居や店
て ん ぽ

舗、蔵
くら

などがありま

した。
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　江戸時代における日田の歴史や文化を語
かたる

る上で、豆
ま め だ ま ち

田町と

隈
くままち

町の果
は

たした役
やくわり

割は大きなものがありました。両町には大

きな商
しょうか

家が軒
のき

を連
つら

ね、各地から人や物
ぶ っ し

資が行き交
か

うにぎやか

な町が形
けいせい

成され、千
ち は ら け

原家や廣
ひ ろ せ け

瀬家（豆
ま め だ ま ち

田町）、森
も り け

家や山
や ま だ け

田家

（隈
くままち

町）などから俳
はいじん

人や詩
し じ ん

人、画
が か

家など文化面で活
かつやく

躍する人

も数多く誕生しています。

　１５９３（文
ぶんろく

禄２）年、豊臣秀吉の直
ち ょ く せ つ し は い ち

接支配地である

「太
たいこうくらいりち

閤蔵入地」の日田に代官宮
みやきちょうじろう

木長次郎が派
は け ん

遣され、翌年に

日
ひのくまじょう

隈城が築
きず

かれます。そこで城下町の建設も必要となり、

田
た し ま む ら

島村の町
ま ち ば

場を移して形
けいせい

成されたのが隈
くままち

町です。三隈川の

右
う が ん

岸に築
きず

かれた町は、洪
こうずい

水などの水害に加えて、火災も度々

発生するなど災害に悩まされていたため、災害に強いまちづ

くりが常に行われてきました。町場全体は、三隈川とその東

側の堀
ほりかわ

川で囲まれていましたが、内部は筋
すじ

（道）で区
く か く

画され、

各町には田
た な か

中町・我
ご う の き

有木町・上
かみよこ

横町・中
なか

町・下
しもよこ

横町・紺
こ ん や

屋町・

堀
ほ り た

田町などの名前が付いています。隈
くままち

町の中心となる紺
こ ん や

屋町

や田
た な か

中町付近では、三隈川に面した場所に大きな屋
や し き

敷地が設
もう

けられ、瓦屋根の商家が軒
のき

を連
つら

ねていました。また、町の南

北には寺院が配
は い ち

置されたほか、東西南北の町の入口には構
かま

え

（門
もん

）がつくられ、通行人を規
き せ い

制できるようにもなっていま

した。現在では堀
ほりかわ

川は埋められて車道となっています。

　豆田町の歴史は、１６０１（慶
けいちょう

長６）年に小
おがわみつうじ

川光氏が花
か げ つ

月

川
がわ

北側の月隈山に丸
まるやまじょう

山城（後
のち

に永
ながやまじょう

山城）を築いたことに始ま

ります。その時、城下町の丸
まるやまちょう

山町が整
せ い び

備され、後に永
ながやままち

山町、

【コラム 豆田・隈の町並み】 
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そして現在の豆
ま め だ ま ち

田町へと名
めいしょう

称や範
は ん い

囲が変
へんこう

更されてきました。

町の中心には南北に走る道路が延
の

びており、上
うわまち

町と下
したまちどお

町通

りと呼んでいました。通りに面
めん

して、上町は室
むろまち

町・平
ひ ら の ま ち

野町・

八
や は た ま ち

幡町、下町では一丁目・二丁目・三丁目と呼び名され、上町・

下町に挟
はさ

まれた東西の横
よ こ み ち ぞ

道沿いの町にも北側から川
かわばたちょう

端町・

風
ふ ろ や ち ょ う

呂屋町・油
あぶらやちょう

屋町・住
すみよしちょう

吉町・魚
いおまち

町と全
すべ

てに名前が付いていま

した。豆田町は江戸時代に１回、明治時代に２回起きた大火

事の経験から、火災に強い「居
い ぐ ら づ く

蔵造り」の建物を建
けんちく

築して

いきます。火災の後に建築された同じ区
く い き

域の建物を見ると、

外
がいかん

観に同じデザインを持つ家があるのも町
ま ち な

並みの特
とくちょう

徴の一つ

です。豆田町には、幕府の公
こうきん

金を取
と

り扱
あつ

う掛
か け や

屋や府
ふ な い は ん

内藩（大

分市）、岡
おかはん

藩（竹
た け た

田市）など九
きゅうしゅうしょはん

州諸藩の御
ご

用
ようたし

達を務
つと

めた商
しょうか

家

が多く、代表的なものは千
ち は ら け

原家や廣
ひ ろ せ け

瀬家、手
て し ま け

嶋家、草
く さ の け

野家な

どで、屋
や し き ち

敷地には１０棟
とう

を超
こ

す住居や店
て ん ぽ

舗、蔵
くら

などがありま

した。
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　江戸時代における日田の歴史や文化を語
かたる

る上で、豆
ま め だ ま ち

田町と

隈
くままち
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は
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やくわり
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きな商
しょうか

家が軒
のき

を連
つら

ね、各地から人や物
ぶ っ し

資が行き交
か

うにぎやか

な町が形
けいせい

成され、千
ち は ら け

原家や廣
ひ ろ せ け

瀬家（豆
ま め だ ま ち

田町）、森
も り け

家や山
や ま だ け

田家

（隈
くままち

町）などから俳
はいじん

人や詩
し じ ん

人、画
が か

家など文化面で活
かつやく

躍する人

も数多く誕生しています。
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ち ょ く せ つ し は い ち

接支配地である

「太
たいこうくらいりち

閤蔵入地」の日田に代官宮
みやきちょうじろう

木長次郎が派
は け ん

遣され、翌年に

日
ひのくまじょう

隈城が築
きず

かれます。そこで城下町の建設も必要となり、

田
た し ま む ら

島村の町
ま ち ば

場を移して形
けいせい

成されたのが隈
くままち

町です。三隈川の

右
う が ん

岸に築
きず

かれた町は、洪
こうずい

水などの水害に加えて、火災も度々

発生するなど災害に悩まされていたため、災害に強いまちづ

くりが常に行われてきました。町場全体は、三隈川とその東

側の堀
ほりかわ

川で囲まれていましたが、内部は筋
すじ

（道）で区
く か く

画され、

各町には田
た な か

中町・我
ご う の き

有木町・上
かみよこ

横町・中
なか

町・下
しもよこ

横町・紺
こ ん や

屋町・

堀
ほ り た

田町などの名前が付いています。隈
くままち

町の中心となる紺
こ ん や

屋町

や田
た な か

中町付近では、三隈川に面した場所に大きな屋
や し き

敷地が設
もう

けられ、瓦屋根の商家が軒
のき

を連
つら

ねていました。また、町の南

北には寺院が配
は い ち

置されたほか、東西南北の町の入口には構
かま

え

（門
もん

）がつくられ、通行人を規
き せ い

制できるようにもなっていま

した。現在では堀
ほりかわ

川は埋められて車道となっています。

　豆田町の歴史は、１６０１（慶
けいちょう

長６）年に小
おがわみつうじ

川光氏が花
か げ つ

月

川
がわ

北側の月隈山に丸
まるやまじょう

山城（後
のち

に永
ながやまじょう

山城）を築いたことに始ま

ります。その時、城下町の丸
まるやまちょう

山町が整
せ い び

備され、後に永
ながやままち

山町、

【コラム 豆田・隈の町並み】 
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　日田は九州の真ん中で、年貢米や品物を運ぶ道がいくつもあり、博多や豊後府

内（大分）、熊本、小倉などと通じていましたが、流れの急な川や険しい登り坂

がある山には、筏場目鏡橋などの石橋や石畳道が造られました。

通
つうせん

船」もはじまりました。

年貢米にも１７３３（享
きょうほう

保１８

）年に長崎を経
け い ゆ

由する通
つうせん

船の利

用が始まり、１７３８（元
げんぶん

文３

）年からは夜明の関
せ き か し

河岸に集め

られ、船で筑
ち く ご が わ か り ゅ う ち い き

後川下流地域へ運

ばれました。幕
ばくふりょう

府領である日

田の年
ね ん ぐ ま い

貢米は、大坂や江戸へ

運ばれました。それまでは、中

津まで陸
り く ろ

路で牛
ぎゅうば

馬の背に乗せて

運んでいましたが、舟運により

たくさんの量を一度に運ぶこと

ができるようになりました。そ

の後、小
お が せ い ろ

ヶ瀬井路が完成して、

城
じょうないがわ

内川の水量が増えたため、豆田町からも荷
に も つ

物の積み出しが可
か の う

能

となり、豆田町の中
なかじょうかし

城河岸、隈町の竹
た け だ か し

田河岸には、年
ね ん ぐ ま い

貢米をはじ

めとして多くの品物が流通するようになりました。港町という地

名は中城河岸があった名残りです。年貢や作物の運送に加え、中

国から長崎に到
とうらい

来した文
ぶんぶつ

物は、一度日田を経由して、大阪や江戸

へ運ばれていきました。有名な詩人や画家たちも全国から日田を

訪れるなど、文化面でも大いに交流が進み、交
こうつうもう

通網の整備によっ

て豊かな日田の町人文化が育
はぐく

まれたのです。

た
ひ
の
世
近
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　日田は北部九州のほぼ中心にあり、古くから交通の要
ようしょう

衝で

した。日田から直
ちょくせんきょり

線距離で６０km 圏
けんない

内に福岡・北九州・佐賀・

熊本・大分の各都市があります。江戸時代には九州の幕
ばくふりょう

府領

を統
と う ち

治する代
だいかんしょ

官所が設
せ っ ち

置され、日田の代官所を起
き て ん

点とする６

つの陸
りくじょうこうつうろ

上交通路が使われていました。

　九州の幕
ばくふりょうしはい

府領支配の中心であった日田には、九
きゅうしゅうしょこく

州諸国から

多くの人たちが代官や商
しょうか

家のもとを訪
おとず

れ、お膝
ひざもと

元の町である

豆
ま め だ ま ち

田町には宿
しゅくはくさき

泊先となる旅
は た ご

籠やお土
み や げ よ う

産用となる菓
か し て ん

子店が多数

ありました。今のように車や列車はありませんので、馬や

駕
か ご

籠に乗るか、歩いて移動していました。山に囲まれて川や

谷が多い日田に出入りするためには数々の難所があり、日田

の掛
か け や

屋と呼ばれる商人や地域の農民たちが力を合わせて、石

畳道や隧
ずいどう

道（トンネル）、石橋が造られました。

　今のように機械はありませんので、全て手作業です。人手

と時間をかけて苦労して造られ、そのいくつかは今も見るこ

とができます。これらの道や橋を利用して、多くの人々や品

物が行き来していました。

　また、江戸時代も半
なか

ばになると、川
かわぶね

船で人やものを運ぶ「

江戸時代の交通

１

２

３

４

５

６

宇佐・中津方面

彦
ひこさん
山・小

こくら
倉方面

豊前国宇佐宮路　中
なかつじょう
津城路　石

いしざかいしだたみ
坂石畳道

彦
ひこさん
山路　小

こくらじょう
倉城路　岳

がくめきしんどう
滅鬼新道

筑
ちくぜん
前・福岡方面 筑

ちくぜんのくに
前国路　福

ふくおかじょう
岡城路　小

おづきばし
月橋

筑後・久
く る め
留米方面 筑

ちくごくにこうらさん
後国高良山路　久

くるめ じ ょ う
留米城路　加

か が づ る
々鶴新道　筏

いかだばめがねばし
場目鏡橋　

肥
ひ ご あ そ
後阿蘇・熊本

豊後竹
たけた
田方面

肥
ひごの く に あ そ さ ん
後国阿蘇山路　隈

わいふ
府道　熊

くまもとじょう
本城路　直入郡岡城路

台
だいじんじゃ
神社の石

いしだたみ
畳　曽

そ た
田の台

だい

玖珠方面 玖
くすぐんもりえい
珠郡森営路　川

かわばるずいどう
原隧道と石

いしだたみ
畳
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　日田は九州の真ん中で、年貢米や品物を運ぶ道がいくつもあり、博多や豊後府

内（大分）、熊本、小倉などと通じていましたが、流れの急な川や険しい登り坂

がある山には、筏場目鏡橋などの石橋や石畳道が造られました。

通
つうせん

船」もはじまりました。

年貢米にも１７３３（享
きょうほう

保１８

）年に長崎を経
け い ゆ

由する通
つうせん

船の利

用が始まり、１７３８（元
げんぶん

文３

）年からは夜明の関
せ き か し

河岸に集め

られ、船で筑
ち く ご が わ か り ゅ う ち い き

後川下流地域へ運

ばれました。幕
ばくふりょう

府領である日

田の年
ね ん ぐ ま い

貢米は、大坂や江戸へ

運ばれました。それまでは、中

津まで陸
り く ろ

路で牛
ぎゅうば

馬の背に乗せて

運んでいましたが、舟運により

たくさんの量を一度に運ぶこと

ができるようになりました。そ

の後、小
お が せ い ろ

ヶ瀬井路が完成して、

城
じょうないがわ

内川の水量が増えたため、豆田町からも荷
に も つ

物の積み出しが可
か の う

能

となり、豆田町の中
なかじょうかし

城河岸、隈町の竹
た け だ か し

田河岸には、年
ね ん ぐ ま い

貢米をはじ

めとして多くの品物が流通するようになりました。港町という地

名は中城河岸があった名残りです。年貢や作物の運送に加え、中

国から長崎に到
とうらい

来した文
ぶんぶつ

物は、一度日田を経由して、大阪や江戸

へ運ばれていきました。有名な詩人や画家たちも全国から日田を

訪れるなど、文化面でも大いに交流が進み、交
こうつうもう

通網の整備によっ

て豊かな日田の町人文化が育
はぐく

まれたのです。
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　日田は北部九州のほぼ中心にあり、古くから交通の要
ようしょう

衝で

した。日田から直
ちょくせんきょり

線距離で６０km 圏
けんない

内に福岡・北九州・佐賀・

熊本・大分の各都市があります。江戸時代には九州の幕
ばくふりょう

府領

を統
と う ち

治する代
だいかんしょ

官所が設
せ っ ち

置され、日田の代官所を起
き て ん

点とする６

つの陸
りくじょうこうつうろ

上交通路が使われていました。

　九州の幕
ばくふりょうしはい

府領支配の中心であった日田には、九
きゅうしゅうしょこく

州諸国から

多くの人たちが代官や商
しょうか

家のもとを訪
おとず

れ、お膝
ひざもと

元の町である

豆
ま め だ ま ち

田町には宿
しゅくはくさき

泊先となる旅
は た ご

籠やお土
み や げ よ う

産用となる菓
か し て ん

子店が多数

ありました。今のように車や列車はありませんので、馬や

駕
か ご

籠に乗るか、歩いて移動していました。山に囲まれて川や

谷が多い日田に出入りするためには数々の難所があり、日田

の掛
か け や

屋と呼ばれる商人や地域の農民たちが力を合わせて、石

畳道や隧
ずいどう

道（トンネル）、石橋が造られました。

　今のように機械はありませんので、全て手作業です。人手

と時間をかけて苦労して造られ、そのいくつかは今も見るこ

とができます。これらの道や橋を利用して、多くの人々や品

物が行き来していました。

　また、江戸時代も半
なか

ばになると、川
かわぶね

船で人やものを運ぶ「

江戸時代の交通

１

２

３
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宇佐・中津方面

彦
ひこさん
山・小

こくら
倉方面

豊前国宇佐宮路　中
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津城路　石

いしざかいしだたみ
坂石畳道

彦
ひこさん
山路　小

こくらじょう
倉城路　岳

がくめきしんどう
滅鬼新道

筑
ちくぜん
前・福岡方面 筑

ちくぜんのくに
前国路　福

ふくおかじょう
岡城路　小

おづきばし
月橋

筑後・久
く る め
留米方面 筑

ちくごくにこうらさん
後国高良山路　久

くるめ じ ょ う
留米城路　加

か が づ る
々鶴新道　筏

いかだばめがねばし
場目鏡橋　

肥
ひ ご あ そ
後阿蘇・熊本
豊後竹

たけた
田方面

肥
ひごの く に あ そ さ ん
後国阿蘇山路　隈

わいふ
府道　熊

くまもとじょう
本城路　直入郡岡城路

台
だいじんじゃ
神社の石

いしだたみ
畳　曽

そ た
田の台

だい

玖珠方面 玖
くすぐんもりえい
珠郡森営路　川

かわばるずいどう
原隧道と石

いしだたみ
畳
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　「天
てんりょう

領」であった日田には、幕
ば く ふ

府の公
こうきん

金を扱
あつか

ったり九
きゅうしゅうかくはん

州各藩の「御
ごようたし

用達」

を勤
つと

める商人がいて、活
かっぱつ

発な経
けいざいかつどう

済活動を行い大きな財
ざいりょく

力を蓄
たくわ

えましたが、

その財力で日田の道路・橋・水
す い ろ せ い び

路整備などの多くの大
だ い き ぼ

規模な公
こうきょうじぎょう

共事業も行

いました。

瀬
せ け

家 ) の廣
ひ ろ せ

瀬久
き ゅ う べ え

兵衛らによって開かれた小
お が せ い ろ

ヶ瀬井路と日
ひ た が わ つ う

田川通

船
せん

、京
きょうや

屋（山田家）の山
や ま だ つ ね よ し

田常良が改修した石
いしざかいしだたみみち

坂石畳道は有名

です。小
お が せ い ろ

ヶ瀬井路は、上流の玖
く す が わ

珠川の水を盆地内部の田
た し ま

島・

友
と も だ

田などに引くために会
よ そ や ま

所山にトンネルを掘
ほ

り抜くなどの

難工事でしたが、廣
ひ ろ せ き ゅ う べ え

瀬久兵衛や草
く さ の ち ゅ う え も ん

野忠右衛門らの努力によっ

て２年をかけて完成し、１５ｋｍの長さの井
い ろ

路で１３か村の

５００ｈａの田畑が潤
うるお

うことになり、この後は干
かん

ばつに悩む

こともなくなり農民たちに感謝されました。

　日田商人たちは、手に入れた利
り え き

益を自分たちのために使う

だけでなく、広く地域社会のためにも投じる姿勢をもってい

ました。
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　近
き ん せ い し ょ き

世初期に日田に永
ながやまじょう

山城と日
ひの

隈
くまじょう

城が築
きず

かれ、城
じょうかまち

下町とな

り、豆
ま め だ

田・隈の両
りょうまち

町には、多くの商人が集まり定
ていちゃく

着し、活発

な商業活動が行われるようになりました。

　最初は周辺地域との農産物の取引から始まり、やがて北

部九州地域や上
かみがた

方（京都・大坂地方）や瀬
せ と う ち

戸内地域との

仲
ちゅうかいしょうぎょう

介 商 業を手掛けるようになりました。こうした資
し ほ ん

本を基

として、金
きんゆう

融貸
かしつけ

付業
ぎょう

（お金を貸す商売）を行うようになりま

した。日田が幕府の直
ちょっかつち

轄地「天
てんりょう

領」であったため、有力商人

は九
きゅうしゅうかくはん

州各藩の御
ご よ う

用を勤める「御
ご よ う た し

用達」になることによって、

幕府の公
こうきん

金を取り扱う「掛
か け や

屋」に任
にん

ぜられたりして、活発な

経済活動を行いました。商人たちは、その資金を九州一円の

大名などにも貸付け、大きな利
りじゅん

潤を得て、ますます財
ざいりょく

力を蓄
たくわ

えました。この当時、日田の金
きんゆうしほん

融資本は、いわば九州諸大名

の銀行の役割をして「日
ひ た が ね

田金」と呼ばれ、日田は九州の金融

経済の中心地となっていたのです。

　日田の有力商人には、豆田町に丸
ま る や

屋 ( 千
ち は ら け

原家 )・博
は か た や

多屋

( 廣
ひ ろ せ け

瀬家 )・伊
い よ や

予屋 ( 手
て し ま け

嶋家 )・升
ま す や

屋 ( 草
く さ の け

野家 )・俵
たわらや

屋 (

合
ご う ば る け

原家 ) などがあり、隈町には京
きょうや

屋 ( 山
や ま だ け

田家 )・鍋
な べ や

屋 ( 森
も り け

家

) などがあり、金融業のほか、それぞれ製
せいろうぎょう

蝋業、油製造・

醤
しょうゆ

油・酒などの醸
じょう

造
ぞうぎょう

業を広く営んでいました。草野家や廣瀬

家などは、豆田町の古い町並みの中に、今も古い住宅が残っ

ています。

　日田商人は商業活動で活
かつやく

躍するばかりでなく、その財力で

日田地域の道路・橋・水路整備などの大
だ い き ぼ

規模な公共事業を行

って郷土日田の発展に寄
き よ

与しました。中でも、博
は か た や

多屋 ( 廣
ひろ

日田商人の活躍
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くなったときのための穀
こくもつ

物が

準
じゅんび

備されていました。

　日田出身の大
おおくら

蔵永
なが

常
つね

は、若

い頃の大
だ い き き ん

飢饉をきっかけに、

九
きゅうしゅうしょこく

州諸国を転々とし、農民に

役立つ作物の栽
さい

培
ばい

・加工方法

などを学びました。後に大坂に渡り、農民にも分かりやすい栽

培方法が記
しる

された農業書を数多く刊
かんこう

行しました。さらに田
た は ら は ん

原藩

（愛知県）や浜
はま

松
まつはん

藩（静岡県）に農
のうぎょうしどうしゃ

業指導者として招
まね

かれました。

晩
ばんねん

年には江戸におり、集
しゅうたいせい

大成ともいえる『広
こうえきこくさんこう

益国産考』を著
あらわ

し、

全国の農村で農業技術の向
こうじょう

上に役立てられ、日本三大農学者の１

人に数えられています。

　このように、農村では米以外のお金になる作物も作られ、出荷

されていました。日田では紙の原料となる楮
こうぞ

やろうそくの原料と

なる櫨
はぜ

が特産品でした。また、江戸時代の半
なか

ば頃からは、杉の植

林も始まり、後に産業として成長していきます。

　一方で農村では生活を少しでもよくするため、地域の神社の祭

りや寺の行事に参加したり、伊
い せ じ ん

勢神宮
ぐう

を参
さんぱい

拝する「伊
い せ ま い

勢参り」な

ども行われていました。雨
あ ま ご

乞いや豊
ほ う さ く き

作祈願
がん

、無
むびょうそくさい

病息災など神
しんぶつ

仏に

日
ひ び

々の暮らしの安全を祈りました。今でも各地域の神社などで古

くから伝わる祭りが行われています。秋の祭日に行われる「楽
がく

」

では、天瀬町五
い つ ま ち く

馬地区のくにち楽
がく

、前津江町の大
お お の が く

野楽や三
さんのみやまち

ノ宮町

の磐
い わ と が く

戸楽など、杖
つえ

を使ったものや河
か っ ぱ

童に扮
ふん

したものが伝わってい

ます。

　日田の中でも寒冷地であった津江地区の年貢は、お米ではなく、銀（貨

幣）で納められていました。
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　１６４７（正
しょうほう

保４）年に作られた村々の名前とその生産

力（米の石
こくだか

高・取れる量）を記録した「正
しょうほうごうちょう

保郷帳」による

と日田郡の村数は１０４、石
こくだか

高は２万９，０００石
こく

とありま

す。後の元
げん

禄
ろく

・天
てんぽう

保に作られた記録と多少の変動はあるもの

の、幕
ばくまつ

末までほぼ同じくらいでした。なお、現在の日田市に

は森
もりはんりょう

藩領の有
あ り た ち い き

田地域も含
ふく

まれています。 

　村々の支配は、地域の庄
しょうや

屋・組
くみがしら

頭・百
ひゃくしょうだい

姓代などの地
ぢかたやくにん

方役人

によって取りまとめられていました。キリシタンを取り締
し

ま

るため、それぞれの地域のお寺の檀家となり、今の戸
こ せ き

籍のよ

うに村人たちの情報が記録されていました。江戸時代は税金

（年
ね ん ぐ

貢）として米を納
おさ

めていました。日田はほとんどが幕
ば く ふ

府

領
りょう

でしたので、藩
はん

の大
だいみょう

名ではなく、徳
とくがわばくふ

川幕府に直接年
ね ん ぐ ま い

貢米を

納めました。はじめは取れる量に応じて割
わりあい

合が決められてい

ましたが、江戸時代の半
なか

ばから、豊作・不作に関わらず一定

の量が徴
ちょうしゅう

収されるようになりました。

　当時の米作りはほとんどが手作業で行われていました。農

民は種
たね

籾
もみ

の保管から収
しゅうかく

穫・脱
だっこく

穀まで一年中つきっきりで世話

をする必要がありました。農機具には、田を耕すために牛
ぎゅうば

馬

に引かせた「犂
すき

」、稲
い な ほ

穂から籾
もみ

を取り出す「千
せ ん ば

歯こき」や

籾
もみがら

殻や藁
わらくず

屑を風によって選
せんべつ

別する「唐
と う み

箕」などがあります。

一年の米作りの様子は前津江町にある「四
し き の う こ う ず え ま

季農耕図絵馬」か

らも見て取ることができます。

　農村ではしばしば自
しぜんさいがい

然災害による飢
き き ん

饉や伝
でんせんびょう

染病が流行し、

厳しい生活を送っていました。日田では代官の命令で「陰
いんとく

徳

蔵
ぐら

」と呼ばれる倉庫に、飢
き き ん

饉や災害などで食べるものがな

農民の暮らし
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の量が徴
ちょうしゅう
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籾
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穫・脱
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馬
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すき

」、稲
い な ほ
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もみ

を取り出す「千
せ ん ば

歯こき」や

籾
もみがら

殻や藁
わらくず

屑を風によって選
せんべつ

別する「唐
と う み

箕」などがあります。
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し き の う こ う ず え ま
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　農村ではしばしば自
しぜんさいがい

然災害による飢
き き ん

饉や伝
でんせんびょう

染病が流行し、

厳しい生活を送っていました。日田では代官の命令で「陰
いんとく

徳

蔵
ぐら

」と呼ばれる倉庫に、飢
き き ん

饉や災害などで食べるものがな

農民の暮らし
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　江戸時代、豆田町や隈町に住んでいた商人や職人のことを町
ちょうにん

人と言いました。

裕
ゆうふく

福な町人は自宅で友人たちを招き、茶会や書画会を開いたほか、祇園祭では

豪
ご う か

華な山
やまほこ

鉾をつくったりして活
かつやく

躍しました。

後
ごとうほうだい

藤方大など著
ちょめい

名な画
が じ ん

人が生まれ、専
せ ん ね ん じ

念寺住
じゅうしょく

職の平
ひ ら の ご が く

野五岳は

「詩
し 　 し ょ 　 が

・書・画」の全てにおいて優
すぐ

れていましたので「三
さんぜつそう

絶僧」

と呼ばれました。そのほか、茶会は廣瀬家や草野家、後
ご と う け

藤家

などで盛んに行われたことが、建物や残されている茶
ち ゃ ど う ぐ

道具、

古
こ も ん じ ょ

文書などで知られています。
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　江戸時代の日田は、幕府の直
ちょっかつち

轄地として代
だいかんしょ

官所が設
もう

けられ

たことから、九州をはじめとして全国から多くの人や物
ぶ っ し

資が

行き来
き

する土地でありました。そのため、江戸や京都、大

坂などで栄えた新しい文化が、人と共に入り、豊かな町
ちょうにん

人

（商
しょうにん

人）の間ではやるようになります。

　江戸時代の前半は、主に俳
はいかい

諧（俳句など）がはやります

が、後半になると漢
か ん し

詩を作る詩
し か い

会が各
かくいえ

家で開かれました。ま

た、客
きゃくじん

人を招
まね

いての書
し ょ が

画や茶
さ ど う

道、華
か ど う

道などを楽しみとする

町
ちょうにんぶんか

人文化が発
はってん

展し、日田祇
ぎ お ん

園などの祭
さいれいぎょうじ

礼行事もこのような町

人文化の一つで現在も続いています。

　これらの中心となったのは、多くの商人らが生活する豆
ま め だ

田

町
まち

と隈
くままち

町でした。豆田町では、千
ち は ら け

原家・廣
ひ ろ せ け

瀬家・手
て し ま け

嶋家・草
くさ

野
の け

家がその代表的な商家であり、町
まちどしより

年寄を務めた三
みつ

松
まつ

家
け

や

中
な か む ら け

村家も町人文化の発展に大きく関わっていました。また、

隈町では森家や山田家を始め、後
のち

に林業で財
ざい

を築いた後藤家

などが知られています。

　俳
はいかい

諧では、九
きゅうしゅうはいかい

州俳諧の中心人物でもあった中
なかむらさいごく

村西国（豆田

町）や坂
さかもとしゅせつ

本朱拙（城町）、長
な が の や こ う

野野紅、りん（吹上町）が有名

ですが、また、廣瀬淡窓の父・桃
とうしゅう

秋や伯
お じ

父の月
げ っ か

化も俳諧文化

を発展させました。その後は、廣瀬淡窓を中心に豆田町や隈

町などで定期的な詩会が開催されるようになり、俳諧に代わ

って漢
か ん し

詩がはやりました。咸宜園の門
も ん か せ い

下生たちも参加するな

どして日田の人たちに漢詩を作る楽しさが広がっていきま

した。そのほか、隈町では特に書
し ょ が か い

画会が盛んで、森
も り は る き

春樹や

豆田の町人文化
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　「日田祇園」は、疫
えき

病
びょう

を除

くことを祈る八
やさかじんじゃ

坂神社のお

祭りです。江戸時代の中ご

ろ１７１４(正
しょうとく

徳４）年から

始まったとされ、当時は十

数メートルを越える山鉾も

ありました。

　 三 隈 川 の「 鵜 飼 」 は、

鵜 匠 が ６ ～ ８ 羽 の 鵜 を

操って魚を獲る漁法です。

１５９４( 文禄３) 年、豊

臣秀吉の代官・宮
み や き

木長
ちょうじろう

次郎

豊
とよもり

盛が、岐阜から鵜匠を招

いてきて始まったとされて

います。

は歴
れきだい

代の日田代官が鵜飼を保護し、鵜
うしょうかぶ

匠株 ( 特
とっけんてき

権的な漁
ぎょぎょうけん

業権

) をもつ四
よ ん け

家以外には鵜飼を禁じましたし、また、鵜匠株を

他人に売るか貸す場合には代官の許可を必要としました。

　現在は、三隈川の上流にダム、下流には可
か ど う せ き

動堰が設けられ

たため、稚
ち あ ゆ

鮎を放
ほうりゅう

流し、夜の観
かんこううかい

光鵜飼として行われています。

毎年５月下旬から１０月末まで、旅
りょかん

館の遊
ゆうせん

船 ( 屋
や か た ぶ ね

形船 ) に乗

った人々に見せるために、篝
かがりび

火を焚
た

いた小
こ ぶ ね

舟でその周囲を回

って伝統的な漁法を披
ひ ろ う

露しています。１９６６（昭和４１）

年に「鵜
う か い

飼」は大
おおいたけんむけいみんぞくぶんかざい

分県無形民俗文化財に指定されました。
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　日田の夏を代表する祭り「日
ひ た ぎ お ん

田祇園」は、疫
えきびょう

病・災
さいやく

厄を除

くことを祈
いの

る八
やさかじんじゃ

坂神社のお祭りです。

　八坂神社の祭
さいじん

神は、八
やまたのおろち

岐大蛇の退
た い じ

治の話で有名な素
すさのおのみこと

戔鳴尊

です。その荒
あらあら

々しい神を鎮
しず

めるための祭りが祇園祭で、京都

の八坂神社（祇園社）を始め全国で行われています。祭りの

やり方はその地方で大きく異
こと

なっています。

　日田祇園の特
とくちょう

徴は、数メートルの高さの「山
やまほこ

鉾」を曳
ひ

き廻
まわ

すもので、江戸時代の中ごろ１７１４（正
しょうとく

徳４）年から始ま

ったとされています。祭りは次
し だ い

第に盛んになり、当時は十数

メートルを越える山鉾もあったと記録されています。「山鉾」

は人
にんぎょうじょうるり

形浄瑠璃や歌
か ぶ き

舞伎の題
だいざい

材から取って作られた人形や館
やかた

、

そして豪
ごうかけんらん

華絢爛な刺
ししゅう

繍を施
ほどこ

した垂
たれまく

幕「見
み お く

送り」などを美しく

飾りつけた「飾
かざ

り山
やま

」で、これに車
しゃりん

輪をつけて曳き廻すのが

特
とくちょう

徴です。現在、豆田・隈・竹田などで計９基
き

が巡
じゅんこう

行してい

ます。山鉾の台で演奏される祇
ぎ お ん ば や し

園囃子は、１８１７年頃（文
ぶん

化
か

末
まつねん

年 ) に代官に従って来た目
めあかし

明・小
こ や ま と く た ろ う

山徳太郎によって創
はじ

め

られたといわれています。平成８年には、「日
ひ た ぎ お ん

田祇園の曳
ひきやま

山

行
ぎょうじ

事」が国の重
じゅうようむけいみんぞくぶんかざい

要無形民俗文化財に指
し て い

定、平成２８年にはユ

ネスコ無形文化遺産に登録されました。

　日田の夏の風
ふ う ぶ つ し

物詩である三
み く ま が わ

隈川の「鵜
う か い

飼」は、鵜
うしょう

匠が６～

８羽
わ

の鵜
う

を操
あやつ

って魚を獲
と

る伝
でんとうてき

統的な漁
ぎょほう

法です。

　日田の鵜
う か い

飼は、１５９４（文
ぶんろく

禄３）年、日
ひのくまじょう

隈城を築
ちくじょう

城した

豊臣秀吉の代官・宮
みやきちょうじろう

木長次郎豊盛が、岐
ぎ ふ

阜・長
な が ら が わ

良川から鵜
うしょう

匠

４名を招
まね

いてきて始まったと伝えられています。江戸時代に

日田祇園と鵜飼
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禄３）年、日
ひのくまじょう

隈城を築
ちくじょう

城した

豊臣秀吉の代官・宮
みやきちょうじろう

木長次郎豊盛が、岐
ぎ ふ

阜・長
な が ら が わ

良川から鵜
うしょう

匠

４名を招
まね

いてきて始まったと伝えられています。江戸時代に

日田祇園と鵜飼
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　私
しじゅく

塾「咸
かんぎえん

宜園」は、廣
ひろせたんそう

瀬淡窓が年１８１７( 文
ぶ ん か

化１４) 年に堀
ほりたむら

田村 ( 現、

淡
たん

窓
そう

２丁目 ) に開いた私
しじゅく

塾です。塾では「三
さんだつほう

奪法」や「月
げったんひょう

旦評」による

独
ど く じ

自の教育が行われ、全国６６カ国から約５千人もの塾
じゅくせい

生を集め、当時、

全
ぜんこくさいだい

国最大規
き ぼ

模の私塾でした。塾では、漢
か ん し

詩の作詩を奨め、塾生と近
きんこう

郊に出か

けて作詩することもありました。

　咸宜園は、２０１５（平成２７）年に日本で最初の「日本遺産」に認定さ

れました。

身分を問わない）による平
びょうどうしゅぎ

等主義、「月
げったんひょう

旦評」（毎月、成績を評

価して発表するもの。無級から九級までの等級があった）による

実
じつりょくしゅぎ

力主義などの独
ど く じ

自の教育が行われました。また、塾では、淡窓

は有名な漢
か ん し じ ん

詩人でもあったため作
さ く し

詩を奨
すす

めるなど情
じょうそうきょういく

操教育も行っ

ており、塾生と近
きんこう

郊に出かけて吟
ぎんこう

行することもありました。

　門下生には、兵
へいがくしゃ

学者の大
おおむらますじろう

村益次郎、蘭
らんがくしゃ

学者の高
たかのちょうえい

野長英、写真家

の上
う え の ひ こ ま

野彦馬、詩
し が そ う

画僧の平
ひ ら の ご が く

野五岳、文
も ん ぶ

部大
たいじょう

丞の長
ちょうさんしゅう

三洲、東京府知事

の松
まつだみちゆき

田道之、内
ないかくそうりだいじん

閣総理大臣になった清
きようらけいご

浦奎吾、大
だいしんいんちょう

審院長になった

横
よこたくにおみ

田國臣など、様
さまざま

々な分
ぶ ん や

野で活
かつやく

躍した人材が数多く出ています。
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　私
しじゅく

塾「咸
か ん ぎ え ん

宜園」は、廣
ひろせたんそう

瀬淡窓が１８１７（文化１４）年に

堀
ほ り た む ら

田村 ( 現、淡
たんそう

窓２丁目 ) に開いた私塾です。

　廣瀬淡窓は豆
ま め だ ま ち

田町の商家・博
は か た や

多屋の長男に生まれました

が、病弱だったため弟の久
き ゅ う べ え

兵衛に家
かぎょう

業を譲
ゆず

り、２４歳のとき

に豆田町で塾を開きました。

　淡窓は幼少のころから学問に励
はげ

み１０歳の時には漢
か ん し

詩を学

び、１６歳のときに福岡の亀
かめいなんめい

井南冥・昭
しょうよう

陽の亀
かめいじゅく

井塾に入塾し

て学びましたが、１８歳の年末に大
たいびょう

病に罹
かか

ってやむなく退塾

しました。実家に帰って養
ようじょう

生し、日田で塾を開くこととなっ

たのです。２４歳で豆田町の長
ちょうふくじ

福寺の学
がくりょう

寮を借りて開塾した

時は、門
もんじん

人はわずか２名で淡窓と一緒に自炊しながら学ぶ生

活を始めたのでした。その後、門
もんじん

人も増え、実
じ っ か

家の土
ど ぞ う

蔵に移っ

たり、借
しゃくや

家を借り「成
せいしょうしゃ

章舎」と名づけていましたが、次
し だ い

第に

門人が増えたため、２６歳のときには豆
まめだうらまち

田裏町に新たに塾
じゅくしゃ

舎

を建て「桂
けいりん

林園
えん

」と名づけました。入門者も次第に九州各地

から集まるようになり、１０年後の、３６歳のときに堀田村

に塾舎を移
い

転
てん

し「咸
か ん ぎ え ん

宜園」としました。

　「咸宜園」には全国からの塾生が集り、それに従って建物

も増え、７１歳のときに在
ざいじゅくしゃ

塾者２３３名の最高を記録してい

ますが、常に１００人前後が学ぶ江戸時代では全
ぜ ん こ く さ い だ い き ぼ

国最大規模

の私塾となりました。「咸宜園」は淡
た ん そ う ぼ つ ご

窓没後も、子孫や門人

によって受け継がれて、明治３０年まで約８０年間存
そんぞく

続し、

門下生数は全国６６カ国から集っており約５, ０００人に及

ぶといわれています。

　「咸宜園」の教育では、「三
さんだつほう

奪法」（入門時に学歴・年齢・

廣瀬淡窓と私塾咸宜園
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に塾舎を移
い

転
てん

し「咸
か ん ぎ え ん

宜園」としました。

　「咸宜園」には全国からの塾生が集り、それに従って建物

も増え、７１歳のときに在
ざいじゅくしゃ

塾者２３３名の最高を記録してい

ますが、常に１００人前後が学ぶ江戸時代では全
ぜ ん こ く さ い だ い き ぼ

国最大規模

の私塾となりました。「咸宜園」は淡
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窓没後も、子孫や門人

によって受け継がれて、明治３０年まで約８０年間存
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　日田の林
りんぎょう

業を大きく前
ぜんしん

進させた人物に相
さがらきちさぶろう

良吉三郎という人がいました。吉

三郎は竹を筏
いかだ

に組んで三
みくまがわ

隈川（筑
ちくごがわ

後川）を下
くだ

り、川下で竹や木材をあつかう

商売を日田で最初にしたと言われています。

田郡入
い り え む ら

江村（北
き た と も だ

友田）の兄弟３人が仕事を求めて作業に加わ

ったとあります。そこで、兄弟たちはスギ苗
なえ

の植え付け方法

や山林道具などについて学んだ後、日田に帰ってきました。

その後、日田の山林にスギが植
しょくりん

林されるようになったといわ

れています。

　大
おおくらながつね

蔵永常の「広
こうえきこくさんこう

益国産考」では、日田郡全体で林木の売上

げが銀２５０貫目、竹が１０貫目あったと記されています。

近
世
の
ひ
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　日田市には大
お お や ま ち く

山地区や津
つ え ち く

江地区などを中心に豊かな森林が

広がり、福岡県や熊本県と接する山
さんちょうふきん

頂付近にはブナやミズナ

ラ、シオジなどの原
げんせいりん

生林が残っています。それらの山の高さ

は１，０００ｍに達
たっ

しているものもあります。

　このように緑豊かな日田の山々は、江戸時代、幕
ば く ふ

府のため

に必要な「御
ご よ う り ん

用林」として徳
とくがわばくふ

川幕府に指
し て い

定されていたことも

ありました。

　現在、市全体の土地面積における森林が占
し

める割
わりあい

合は、約

８３％と非常に高く、市民にとっても森林を身近に感じる環
かん

境
きょう

が日田にはあります。

　日田林業の中心はスギやヒノキですが、このような産業は

いつ頃から始まったのでしょうか。

　相
さがらきちさぶろう

良吉三郎が記
き ろ く

録した古
こ も ん じ ょ

文書には、今から３００年以上前

の日田の林業のことが書かれています。

　吉三郎は「竹
ちくぼくたびだししょうばい

木旅出商売」といって、竹を筏
いかだ

に組んで

筑
ち く ご が わ

後川（市内では三
み く ま が わ

隈川）を西に下り、川下の地域で材木や

竹を売っていました。このような材木を扱う商売は、日田で

は吉三郎が最初に行ったようですが、商品はほとんどが竹

で、木材は少なく、スギはまったくなかったと記録されてい

ます。

　また、吉三郎の孫の代には、江
え ど ば く ふ

戸幕府により山林の保
ほ ぜ ん

全や

スギの挿
さ

し木を勧
すす

めるなど植
しょくりん

林に関する活動も盛んになって

きました。

　また、今から２８０年ほど前の古
こ も ん じ ょ

文書には、日
ひゅうがのくに

向国（宮崎

県）の奈
な す や ま

須山で木材を伐
ばっさい

採する大きな作業があり、そこに日

日田林業の芽生え
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身の松
まつかたまさよし

方正義でした。後に大蔵大臣や内閣総理大臣として活

躍した人物です。日田では、町人たちの協力を得て身寄りの

ない乳幼児を保護する「養
よういくかん

育館」（三本松駐車場付近）や「生

産会所」の建設を行ったことでも知られています。

　１８６８（慶応４・明治元）年、これまで２６０年も続いた徳川幕府が

終わりとなり、江戸城には徳
とくがわよしのぶ

川慶喜に代わって天皇が入城しました。「江戸」

は「東京」と名前を変え、「日田郡」も新しく「日田県」となり、これまで「日

田代官所」だった場所が「日田県役所」となりました。

た
ひ
の
代
現
・
近

60

　江戸時代は、戦のない時代が約２６０年余り続いた平和な

社会でした。徳川将軍家は江戸幕府（徳川幕府とも）によっ

て政治を行い、全国各地を２８０余りの藩に分けて殿様や武

士に治めさせました。

　そのほか、全国には幕府が直接治めていた場所がありまし

たが、日田郡はその一つでした。現在の丸山町には、日田代

官所が設置され、そこで働く代官や役人たちは豆田町・隈町

の商家や各村の庄屋たちの協力を得て、日田のまちづくりを

行っていました。日田には、九州各地から人や物資が集まる

にぎやかな地域として発展し、豊かな経済力を持った町人た

ちが江戸や京都、上
かみがた

方（大坂）から新しい文化を取り入れ、

町は活気づいていました。

　そんな中、世界では大きな産業革命が興
おこ

り、ヨーロッパや

アメリカの工業や技術に遅れをとるようになり、日本は西洋

文化を見習って近代化を目指すことになりました。そのた

め、国内は大きく二つの動きに分かれます。ひとつは、江戸

幕府を守り維持しようとする動きで、もう一つは新しい時代

を望む人々でした。

　１８６７（慶応３）年１０月、幕府の第１５代将軍徳
とくがわよしのぶ

川慶喜

は政治の実権を朝廷に返しました（大
たいせいほうかん

政奉還）。

　そこで、新しい政府は天皇を中心とした政治を進めるた

め、各地を治めていた藩の仕組みを解体します。また、日田

のように幕府が直接治めていた地域は、一度新政府の元に返

され、日田は日田県として再出発しました。これまでの代官

の代わりに知事が派遣されました。最初の知事は鹿児島県出

日田の明治維新
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び乗ったり、降りたりする人もいたようです。

　筑後軌道は、今でも日田市内のいくつかの場所で、その

名
な ご り

残を見ることができます。現在国道２１０号線の一部とし

て使用されている加ヶ鶴トンネルもその一つです。

　こうして、日田の交通に大きな影響を与えた筑後軌道です

が、１９２８（昭和３）年に久大本線が拡
かくちょう

張される中で廃
はいせん

線

になり、吉井－日田間でバスを運行するようになります。し

かし、１９３４（昭和９）年に久大本線が全線開通したこと

により、このバスも国鉄（現在のＪＲ）　に買収されて、姿

を消していきました。

　筑後軌道が久留米‐日田間をつないだ期間は１５年という

短い間でしたが、当時の人たちにとっては忘れられない大き

な影響を与えた交通手段であったのではないでしょうか。

　豆田駅は終点なので久留米から来た機関車を久留米の方に反転させる「転
て ん

車
し ゃ だ い

台」

という装
そ う ち

置があり、平成２３年度にそれがあったと言われる地を調査した結果、転

車台の跡が良好な状態で残っていることが分かりました。
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　現在の日田にはＪＲ久
きゅうだい

大本
ほんせん

線、日
ひ た

田彦
ひこ

山
さん

線
せん

が通っていま

すが、これらが開通する以前、日田には日田と久留米の間を

行き来する別の鉄道が走っていました。

　この鉄道を「筑
ち く ご

後軌
き ど う

道」といい、当初は１９０３（明
め い じ

治

３６）年に福岡県浮
う き は ぐ ん

羽郡吉
よ し い ま ち

井町に「馬
ば

鉄
てつ

会社」として吉
よ し い

井と

田
た ぬ し ま る

主丸の間を馬車で１日１３往復していたといわれていま

す。その後、運
うんぱんほうほう

搬方法を馬から石
せ き ゆ は つ

油発動
ど う き

機、蒸
じょうき

気機
き か ん し ゃ

関車に代

えて、路
ろ せ ん

線を延
えんちょう

長していきながら、１９１６（大
たいしょう

正５）年に

はついに日田－久留米間で運行が開始されるようになりまし

た。

　当時の記録を見ると日田－久留米間の所要時間は約３時間

で、運賃は７６銭
せん

です。現在のお金に換
かんさん

算すると約２，５００

円前後です。今の運賃と比
ひ か く

較してもかなり高かったといえま

す。しかし、この筑後軌道の開通は、「人の行き来は勿
もちろん

論、

物
ぶ っ し

資の運搬や文化の流入などにも大きな影
えいきょう

響を与えた」と大

正時代の案内書には書かれています。現在のように交通手段

が多くない時代に、日田の人々に喜ばれていたことが分かり

ます。１９１６（大正５）年に全線開通した筑後軌道は、久

留米を始発として終点の日田豆田町までの全線距離は約４４

km、駅数は２５駅あり、一日の列車本数は２６本でした。

その内、日田市内での線路の長さは約１０km で全体の４分

の１を占め、駅数も石井町の長
ながたに

渓駅、発電所前、石
い し い

井駅、隈
くま

駅、豆
ま め だ

田駅と５ヶ所もありました。また、駅の他に、乗
じょうこう

降す

る場所として三
さんぼんまつ

本松、日
ひ の く ま

ノ隈、徳
と く ぜ

瀬、白
し ら て ば し

手橋、川
かわした

下、加
か が

々鶴
づる

の６ヶ所がありました。しかし、停
ていりゅうじょ

留所や乗
じょうこうじょう

降場以外で飛

【コラム 筑後軌道】 
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内中にサイレンが鳴って危険を知らせました。このような

時は、子どもは頭の上に防空頭
ず き ん

巾をかぶり、自宅から近い

防
ぼうくうごう

空壕に避難しました。現在も当時、使用された防空壕を月

隈公園（丸山２丁目）や吹
ふきあげかんのん

上観音付近（吹
ふきあげまち

上町）などで、見

ることができます。

　この戦争は１９４５（昭和２０）年に終わりましたが、そ

の直前には広島・長崎に原子爆弾が投下され、多くの人が犠

牲となりました。

　現在も市内で暮らすおじいさんやおばあさんたちから太平

洋戦争を体験した話を聞くことができます。戦争が生んだ苦

しみや悲しみについ

て話を聞くことで、

二度と戦争を繰り返

してはいけないとい

う強い思いが生まれ

てきます。

 １９４１（昭和１６

）年、日本はハワイの

アメリカ基地を攻撃し

、太平洋戦争が始まり

ました。日田の空にも

爆撃機が飛びましたが

、幸いにも空襲を受け

ることはありませんで

した。月隈山の中には

現在も多くの防
ぼうくうごう

空壕が

残っています。
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　大変悲しいことですが、現在でも、世界のどこかでは、国

同士が争う「戦争」が行われています。過去には日本も他の

国々と戦争を行ったことがあります。

　昭和の時代、１９３１年（昭和６）年には満州（現在の中

国東北地方）にいた日本軍が中国軍を攻撃し、「満州事変」

が起こりました。その後、１９４０（昭和１５）年には、東

南アジアの石油資源を得るために日本は軍隊を進めました。

　日本が諸外国（アメリカ・イギリス・オランダ・中国など）

と行った戦争で、主にアジアや太平洋地域で行われたため、

「太平洋戦争」と呼ばれています。

　１９４１（昭和１６）年、日本軍はハワイにあるアメリカ

の軍港（真珠湾）を最初に攻撃しましたが、その後、多くの

国が参加した連合軍に日本は敗れました。日本各地がアメリ

カ軍の飛行機から攻撃され、多くの町や村が破壊されまし

た。当時、九州地方には北九州の八幡製鉄所や長崎の造船所

など大規模な工場があったため、攻撃の標的となっていたの

です。

　この頃、日田の君
きみさこまち

迫町には日本陸軍の兵器工場がつくられ

ました。全国各地から多くの人々が働きに来ていましたが、

当時の人口は現在の日田市よりも 1 万４千人ほど多く、８万

人だったとされています。戦争になると食べ物が不足しまし

た。市内では、お米の代わりに、いも飯や大根飯などを食べ

ていたとも言われています。また、小学校の低学年は近くの

神社や寺の建物で勉強をしていました。

　戦争中は、町の上空をアメリカ軍の飛行機が飛ぶと、市

戦時下の日田
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戦時下の日田
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　１９５３（昭和２８）年６月、日田地方に猛烈な大雨が降り、三隈川が氾濫

して、流れを塞き止めた三隈大橋から激流が市街地に流れ込み、市街の約９割

の家が浸水したほか、死者行方不明１９人・流出家屋５７１軒などの大きな被

害を残しました。

３０名の人がこの樹に登って命が助かったので「人助けのム

クの樹」の霊
れいぼく

木として今も毎年おまつりが行われています。

　また、２０１２（平成２４）年７月には、二度にわたる

豪
ご う う

雨 ( 平成２４年７月九
きゅうしゅうほくぶごうう

州北部豪雨 ) に見
み ま

舞われ、花月川を

中心にした河川・道路・農地・林道の崩
ほうかい

壊などにより日田市

全域にわたって大きな被害が発生しました。

　さらに、２０１７（平成２９）年７月５～６日にはまたも

豪雨（平成２９年７月九州北部豪雨）に見舞われ、小野地区・

大鶴地区が甚大な被害を受け、ＪＲ久大本線の花月川橋梁が

流されるなど、生活や観光に大きな影響を及ぼしました。
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山間部にある日田の地形は、６・７月頃から秋にかけての

雨量が多い時期には、傾
けいしゃ

斜の急な周囲の山々からの流れが一

挙に三隈川に流れ込むため、集中豪雨や長雨が続くと、た

びたび洪水が起こっています。１８８９（明
め い じ

治２２）年と

１９２１（大
たい

正
しょう

１０）年にも大
だいこうずい

洪水に見舞われていますが、

１９５３（昭
しょうわ

和２８）年には空
くうぜん

前の大水害が発生しました。

　昭和２８年６月２５日～２９日に、日田地方に猛
もうれつ

烈な激し

い大雨が降り、三隈川が氾
はんらん

濫して多くの橋が流され、残っ

た鉄
てっきん

筋造りの三隈大橋の橋
きょうきゃく

脚には上流から流れてきた材木

などが引っ掛
か

って川の流れを塞
せ

き止めたために、激
げきりゅう

流が

市
し が い ち

街地に流れ込み、市街地の９割以上が浸
しんすい

水しました。日

田市全体の被害は、死者１７名・行方不明２名・流
りゅうしゅつかおく

出家屋

５７１軒・全
ぜん

壊
かい

家
か お く

屋２８９軒・床
ゆかうえしんすいかおく

上浸水家屋２, ７６４軒・

床
ゆかしたしんすいかおく

下浸水家屋３, ８４３軒・橋
きょうりょう

梁の流
りゅうしゅつ

出３２６ヶ所・道路の

決
けっかい

壊１, １０１ヶ所など莫
ばくだい

大な被害を残しました。もっとも

被害の大きかったのは、小
こ ぶ ち ま ち

渕町、若
わかみやまち

宮町、川
かわはらまち

原町の一帯でし

た。小渕町・川原町の商店街には流出した家の木材などがう

ず高く山を築き、目抜き通りの道路には土
ど し ゃ

砂の山が続くなど

悲
ひ さ ん

惨な状況であったと当時の新聞に報じられています。

　この大水害の後、三隈川の川幅
はば

を広げるなどの大規模な改

修が行われました。上流の大
おおやまがわ

山川に洪水を防ぐための松
まつばら

原ダ

ムと下
しもうけ

筌ダムが造られて、水害の危険を防ぎ市民の安全が図

られることとなりました。なお、三隈川の水害では竹
た け だ

田公園

の川沿いにある大きなムクの樹
き

に、１８８９（明治２２）年

の大洪水では６３名、１９２１（大正１０）年の大洪水では

日田の大水害
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つです。

　ふるさとの歴史

は、自然の恵みと

先人たちの努力に

よってつくり上げ

られたものです。

そのことは現代に

暮らすわたしたち

にとっても大切な

財産であります。

　２００５（平成１７）年３月に旧日田市と日田郡は１市２町

３村が合併して新しい「日田市」となり、「人と自然が共生し、

やすらぎ・活気・笑顔に満ちた交流都市」を将来像に描いて出

発しました。今後、どのような「まちづくり」を進めれば良い

のか考えるとき、最初に必要なのは皆さんが地域を知ることか

ら始まります。みなさんが生活する地域がこれからも元気で安

心して暮らすことのできる町にするためには、自分たちの地域

「ふるさと」のことを十分理解し、自然や歴史・文化を大事に

守り育てていくことが必要となります。まずは、学校や友人と

一緒に地域について学習し、先
せんじん

人から受け継いできた歴史や文

化に興味をいだいてください。将来の日田市が皆さんの子ども

たちやその孫の代まで自
じ ま ん

慢できるような、未来に誇
ほこ

れる日田市  

をつくっていきましょう。

　私たちの町は「水郷ひた」と呼ばれています。この町の豊かな自然や歴史、

そして文化や産業（林業）は全てこの水の惠みを受けて育まれてきました。

日田市の将来もこの自然（水と緑）とともに歴史を守り育てていくことが大

事です。

た
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　わたしたちの日田市は、豊かな自然やすばらしい景観、数

多くの文化遺産を持っており、身近なところにも先人の築い

てきた歴史や伝統文化を見たり、触れたりできます。

　また、これまでも「水
すいきょう

郷のまち」、「天領のまち」、「林業

のまち」、「文
ぶんきょう

教のまち」とさまざまな言葉で表現されてき

たことからも、日田市の豊かさを証明できます。

　日田市は北部九州の中央に位置しています。そのため、奈

良時代から交通の要
ようしょう

衝として重要な地点とされてきました。

江戸時代には幕府の直
ちょっかつち

轄地（「天領」）となり、日田代官所

が設置され、全国各地の人や物資が集まる地域として日田は

大きく発展しました。

　町が発展することは、歴史や文化にも大きな影響を与え

ることになります。その結果、江戸時代には多くの先哲

や伝統文化が日田に誕生しています。先
せんてつ

哲には、九州を

代表する俳
はいじん

人の中
なかむらさいこく

村西国、農民を代表して立ち上がった

穴
あ な い ろ く ろ う え も ん

井六郎右衛門、私塾咸宜園を開いた廣
ひ ろ せ

瀬淡窓や農学者とし

て全国で活躍した大
おおくらながつね

蔵永常がいます。近代に入ると大
おおくら

蔵大臣

を務めた井
いのうえじゅんのすけ

上準之助などの活躍などが知られ、すばらしい先

人たちの教えを身近に学ぶことができます。

　また、伝統文化には小
お ん た や き

鹿田焼や日田
ぎ お ん

園、三隈川の鵜
う か い

飼、

くにち楽
がく

など現在も受け継
つ

がれているものが多く、地域

の皆さんが支え合い、協力することで未来へと引き継が

れていきます。そのほか、日田地域では最も古い建築の

大
おおのおいまつてんまんしゃ

野老松天満社や豆
ま め だ ま ち

田町の町並み、行
ぎょうとくけ

徳家住宅や旧矢
や は た け

羽田家

住宅など地域の特性を物語る建物が多いのも日田の特色の一

将来の日田市
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